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合同特集

★

　「体の衰えも感じないし、周囲には死ぬ
までやると言っています」と語るのは、
八代市在住の現役プロレスラー幸

ゆきむら

村ケン
シロウさんだ。
　プロレスラーを夢見るようになったの
は小学5年生の頃。小さい頃から強いも
のに対する憧れがあり、周囲から強い人
間だと認められたかった。テレビの番組
でプロレスを見たとき、この職業が一番
強いのではないかと思い、将来はプロレ
スラーになると決心した。
　しかし、高校卒業時の体重は50kg程
度。プロレスラーになるためには身長と
体重どちらも規定に届かなかった。先生
や友人などから「冗談だろ」「諦めろ」と
言われ怒りが込み上げてきたという。そ
の怒りを原動力に変え、大学入学後は体
重を増やすために1日2食、米は1升食べ、
大学4年間で体重は90kgに。努力の甲
斐もあり、28歳の時に名古屋ダイヤモン
ドホールでプロデビューした。
　現在は、2002年に独立・旗揚げした「求

ぐ

道
どうぐん

軍」でプロレス活動をしている。道場
には小さい子どもが遊びに来て、危ない
所に昇ったりする。『ここで叱るのか、昇っ

たら危ないと気づかせるのか』を幸村さ
んは考え、後者を選んだ。自分が昇り転
んでけがするのを子どもの前で見せると、
それ以降、子どもは危ないところに昇ら
なくなったという。言葉で伝えるのは簡
単だが、気づかせることの方が大事だと
確信。また、子どもたちは痛みに対し希
薄になっていることから、プロレスの特
性を活かして、痛みを感じ努力の大切さ
を知ってもらえればと「教育プロレス」を
発案し、特許庁商標登録を取得した。
　2009年、県内の小中学校に教育プロレ
スの募集をかけたところ、１校だけ応募
があった。「その応募がなかったら現在ど
うなっているかわかりません」と話す幸
村さん。教育プロレスではレスラー同士
がタッグマッチ戦を行い、本物の技の掛
け合いを披露する。痛みやリングの衝撃
以外に、反則行為を通じてルールを守る
ことの大切さも伝えている。また、幸村
さんは教育プロレスに懸ける思いや自身
の経験を通しての講演会も行い、皆にエー
ルを送っている。
　教育プロレスや講演会の依頼は県内外
からあり、県教育旅行受入促進協議会の視
察も受けたことがある。県外から熊本に訪
れる修学旅行生を対象とした教育プロレス
の学習が協議会で検討されているという。
　幸村さんの夢は『教育プロレスがくま
モン並の認知度となること』、目標は「ま
ずは教育プロレスで県内の学校を全て回
ること」だ。「言って聞かせる教育より、
気づかせる教育が大切です」と幸村さん
は語った。▲八千把小学校で教育プロレスを披露

　　　　（平成26年11月21日）

　日本のミカン
の原種である
「高田みかん」を
広くＰＲするた
め、高田みかん
の歴史伝承に取
り組む「やつし
ろ橘
たちばな

の会」（瀧川
賢
たけし

会長）の会員
や中村市長などが1月9日、ＪＲ阿蘇
駅で豪華寝台列車「ななつ星in九州」
の乗客に高田みかん5個入りの袋と
由来が記された栞

しおり

を手渡しました。
　高田みかんは朝廷や幕府へ献上さ
れた歴史があり、現在は正月のお飾
りとして出荷されています。
　乗客たちは早速、香りや甘さを楽
しんでいました。

今月の表紙

言って聞かせるより
気づかせることが大切

幸村 ケンシロウ さん
 （揚町）

プロレスラー
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女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
節
句
の
年
中
行
事
「
お
雛
祭
り
」
が
今
年
も
市
内
一
円

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
松
浜
軒
で
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
雛
人
形
が
、
商
店
街
や
日
奈
久
温
泉
街
な
ど
で
は
趣

向
を
こ
ら
し
手
作
り
さ
れ
た
雛
人
形
な
ど
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
雛
祭
り
一
色
と
な
る
市
内
ス
ポ
ッ
ト
へ
出
か
け
て
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

～ 

八
代
に
は
語
り
継
ぎ
た
い
雛
が
あ
る 

～

問合せ

【お雛祭りホームページ】
http://www.ohinamatsuri.com

事務局（観光振興課）☎ 33-4115
城下町「やつしろ」のお雛祭り実行委員会

詳しくはこちら →

松浜軒に飾られるお雛さま

古
こ

今
きんびな

雛　琴姫様所用　天保10年（1839年）

ＳＰＯＴ

松浜軒

本町・通町商店街

日奈久温泉街

　江戸時代、肥後細川藩の家老をつと
め、八代城を預かっていた松井家に伝
わる雛人形や雛道具が飾られます。

　各町内でさまざまな雛人形や小物が
展示されます。また、天保９年に松井
家に嫁いだ琴姫をテーマに、手作りの
ぼんぼりを飾り、皆様をお迎えします。

　ひなぐ雛をテーマにした「雛迎えの
儀」「雛送りの儀」がメインイベント。
幻想的な雰囲気になります。

オープニングセレモニー ♪
と　き　２月 14日㈯　午前 11時～
ところ　本町２丁目イベント広場
出　演　八代白百合学園高校箏曲部
　　　　八代東高校書道部
ひなぐ雛のお披露目、甘酒・ひなあられ
のふるまいあり
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松
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旧
八
代
城
主
松
井
家
に
伝
わ
る
豪
華
な
婚
礼
道

具
を
は
じ
め
、
夫
人
た
ち
の
ゆ
か
り
の
品
々
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

　

旧
八
代
城
主
松
井
家
の
屋
敷
「
松
浜
軒
」で
は

雛
祭
り
の
季
節
に
な
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
雛
人
形
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　

天
保
10
年
（
１
８
３
９
年
）、
松
井
家
で
は
十

代
章て

る
ゆ
き之

に
嫁
い
だ
琴
姫
の
た
め
、京
都
三
条
の「
幾

久
屋
」
か
ら
５
組
の
古
今
雛
を
購
入
。
さ
ら
に
２

人
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
・
加
屋
姫
の
た
め
に
、
翌

年
同
じ
店
か
ら
３
組
の
雛
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
雛
人
形
は
、
衣
装
や
装
身
具
の
豪
華
さ
、

そ
し
て
気
品
と
可
憐
さ
を
兼
ね
備
え
た
豊
か
な
表

情
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

２/14㈯ ２/  7㈯

３/15㈰

２/  6㈮

３/22㈰

冬
季
特
別
展
覧
会

特
別
講
演
会

お
姫
さ
ま
の
婚
礼
道
具

松
井
家
の
雛
祭
り

松
井
章て

る
ゆ
き之
と
琴
の
結
婚

市
立
博
物
館

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

詳
細
は
Ｐ
７
へ

 

松
浜
軒 

展
示
室

一
般
３
０
０
円
、
小
中
学
生
１
５
０
円

毎
週
月
曜
日

☎
33
０
１
７
１

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
　
所

観
覧
料

開
館
時
間

休
館
日

問
合
せ

商店街の

お休み処　社会福祉協議会向かい側

お休み処　旧肥後銀行横

お休み処　アムローズ横

お休み処　ヤツシロ薬品横

お り雛祭
　かつて薩摩街道の一部だった本
町・通町商店街。茂

も て ぎ

木（現つくば市）
細川家に生まれた琴姫が松井家に
嫁ぐ際に通ったとされ「琴姫通り」
と名付けられています。

本町１丁目商店街

本町２丁目商店街

本町３丁目商店街

通町商店街

数量限定

数量限定

★ ざぼネーゼ手作り作品の展示と販売
★ 幼稚園児のお雛作品展示
★ 期間中の土日、3 月 3 日㈫はお茶と

★ 手作りお雛グッズの販売
★ 創作人形展（場所：ユゲキン奥）
★ お茶のセルフサービス
★ お雛カフェ

★ 癒やしの空間 雛山展示
★ 手作り小物など展示販売
★ お茶のセルフサービス（土日はお菓子付き）

★ 手作りぜんざい販売

★ 雛人形、手作り小物などの販売
★ オリジナル和菓子・ぼた餅の販売
★ お抹茶（お菓子付き） 300 円

 お菓子のおもてなし

（3月8日㈰11時～、場所：シュン  前）

（2月22日㈰11時～）

2

各商店街オリジナルのお休み処

お雛祭り城下町散策テクテクウォーク

雛さくら茶会

　お雛祭り会場はもちろん、中心市
街地の史跡をウォーキングしながら
楽しく学びます。

と　き

集合場所
参加費
問合せ

と　き

料　金

会 場

2 月 22 日㈰  午前 9 時集合
※正午終了予定

本町１丁目がらっぱ広場
無料
まちなか活性化協議会

旧関口おもちゃ店（1 丁目）

旧関口おもちゃ店（1 丁目）

げんきや本舗（2 丁目）

げんきや本舗（2 丁目）

肥後古流 ･･･

表千家 ･･･

皇風煎茶禮式 ･･･

裏千家 ･･･

3月7日㈯・8日㈰
午前10時30分～午後2時30分
200円

（施設入館料は自己負担）

☎ 32-0721

３/7㈯

３/8㈰

午前10時
午後4時

～
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日  程 時  間 内     容 場    所 参加費

2/15 ㈰
10:00 ～ 11:00 椿のさげもん教室 たまりんば 本町 2 丁目 　100 円
13:00 ～ 15:00 ハーブ石鹸作り教室 たまりんば 本町 2 丁目 1,000 円
13:00 ～ 15:00 生け花体験（ひよこ作り） メガネのみやざき隣 通町 1,000 円

2/18 ㈬ 13:00 ～ 15:30 ブリザーブドフラワー メガネのみやざき隣 通町 1,000 円

2/19 ㈭
10:00 ～ 12:00 ミニひな・ミニこいのぼり 八福商店 本町 1 丁目 　300 円
13:00 ～ 15:30 ブリザーブドフラワー メガネのみやざき隣 通町 1,000 円

2/20 ㈮ 13:00 ～ 15:00 絵だより教室 ふれあいサロン 本町 3 丁目 　200 円

2/21 ㈯
12:00 ～ 16:00 人形づくり教室 メガネのみやざき隣 通町 1,600 円
12:30 ～ 13:30 シュウマイ作り 奥田商店 本町 2 丁目 　100 円
11:00 ～ 12:00 こけ玉作り教室 ふれあいサロン前 本町 3 丁目 100～300 円

2/22 ㈰
13:00 ～ 15:00 生け花体験（お雛祭り） メガネのみやざき隣 通町 1,000 円
14:00 ～ 15:00 フラワーアレンジメント 八福商店 本町 1 丁目 　500 円

2/23 ㈪
10:00 ～ 12:00 手作り下げもの教室 2 丁目お雛会場 本町 2 丁目 　500 円
13:30 ～ 15:30 書道教室 たまりんば 本町 2 丁目 　200 円

2/25 ㈬ 13:00 ～ 15:30 ブリザーブドフラワー メガネのみやざき隣 通町 1,000 円

2/26 ㈭
13:00 ～ 15:30 ブリザーブドフラワー メガネのみやざき隣 通町 1,000 円
14:00 ～ 17:00 ポーチ作り 八福商店 本町 1 丁目 　500 円

2/27 ㈮ 12:00 ～ 16:00 人形づくり教室 メガネのみやざき隣 通町 1,600 円
2/28 ㈯ 14:00 ～ 15:30 アロマスプレー作り教室 ふれあいサロン 本町 3 丁目 　900 円

3/1 ㈰
13:00 ～ 15:00 本立て・調味料入れ作り・プラ板作り教室 がらっぱ広場 本町 1 丁目 　300 円
13:00 ～ 15:00 練り香水作り たまりんば 本町 2 丁目 2,000 円
13:00 ～ 15:00 絵だより教室 ふれあいサロン 本町 3 丁目 　200 円

3/2 ㈪ 10:00 ～ 12:00 手作り下げもの教室 2 丁目お雛会場 本町 2 丁目 　500 円

3/3 ㈫
11:00 ～ 12:00 こけ玉作り教室 ふれあいサロン前 本町 3 丁目 100～300 円
14:00 ～ 15:30 アロマスプレー作り教室 ふれあいサロン 本町 3 丁目 　900 円

3/4 ㈬ 13:00 ～ 15:30 ブリザーブドフラワー メガネのみやざき隣 通町 1,000 円
3/5 ㈭ 13:00 ～ 15:30 ブリザーブドフラワー メガネのみやざき隣 通町 1,000 円
3/7 ㈯ 13:00 ～ 15:00 ぬいぐるみブローチ（プードル） スノーマン 本町 1 丁目 　500 円

【問合せ】まちなか活性化協議会
☎ 32-0721

※全て事前申込みが必要です
作って飾

って

雛祭りを
楽しもう

と　き　2月26日㈭ ～ 3月3日㈫
午前 9 時 30 分～

ところ　赤星公園 水竹居の館

【問合せ】鏡公民館　☎52-1114

　約 140 年前の赤星家のお雛さ
まをはじめ、市内の愛好者による
手づくりの作品が多数展示されま
す。また、作った俳句を短冊にし
てお土産に差し上げます。

　市内の協賛店舗で、お雛祭
りのチラシを持参し、協賛メ
ニューを注文するとお得なサー
ビスが受けられます。詳しくは
お雛祭りのチラシやホームペー
ジをご覧ください。

　市内各所のスタンプを押して
応募すると抽選で素敵な賞品が
当たります。

※スタンプラリーの台紙を兼ねた
　チラシは、市役所や各支所、公
　民館などに設置しています。

応募箱設置場所
松浜軒
本町2丁目アーケード「たまりんば」
日奈久ゆめ倉庫
日奈久温泉センター「ばんぺい湯」

2 月 14 日㈯ ～ 3 月 8 日㈰
応募期間

　お雛祭りに寄せて、母から娘、娘から母へ贈る「ありがとう」
のメッセージを募集しています。2 月 13 日㈮締切。メッセー
ジは 3 月 3 日㈫着であなたに代わり相手へお送りします。
　詳細は観光振興課までお問い合わせください。

協賛ランチ・スイーツ スタンプラリー

母から娘、娘から母へ贈る
「ありがとう」のメッセージ募集

手作り教室お雛まつり
期 間 限 定

赤星公園
ひな祭り手作り小物展



6Yatsushiro 2015. 2

ひなぐ雛手作り体験

創作雛・彫刻竹灯籠
公募展

第
6
回
　
月
を
想
う
。
春
を
待
つ
。

ひ
な
ぐ
雛
祭
り

◆ 雛迎えの儀

　日奈久港へひなぐ雛が降り
立ち、三人官女らを伴い籠に
揺られて温泉センター前へ。

・ひなぐ雛祭りの宣言
・ひな祭りの合唱　　など

※雨天時は、迎えの儀、送りの儀ともに
　日奈久ゆめ倉庫で開催

　両日の夜間には、国道３号線沿い「い
こいの広場」で幻想的な「竹あかり」が
楽しめます。

2/28㈯  午後６時45分頃～8時

　願い事を託されたひなぐ雛
が月へと帰還。

・月夜のコンサート
・母から娘へ、娘から母へ贈る
  「ありがとう」のメッセージ発表
・新月の願い事の炊き上げ

3/1㈰  午後６時頃～7時
◆ 雛送りの儀

　歴史ある日奈久温泉街の各旅館や山頭火ゆかりの宿「織屋」、旧旅館「八代屋」、観光
交流施設「日奈久ゆめ倉庫」などに、手作り雛人形などを展示します。

イベント が ぱい いっ3/1 ㈰ は

日奈久うまかもん市
ところ　 日奈久温泉センター「ばんぺい湯」前

午前10時 ～ 午後３時

日奈久温泉おかみカフェ

ところ　 日奈久温泉街 特設会場（いこいの広場南）
費　用　  500円

午前11時 ～ 

日奈久路地裏春探し
集合場所 　日奈久温泉センター「ばんぺい湯」前
参加費　 100円
※当日、集合場所で受付

午後2時 ～ 

古布・はぎれの布市

春よ来い餅つき＆菱餅作り
ところ　 日奈久温泉センター「ばんぺい湯」前
参加費　  300円

午後1時 ～、3時～（2回） 

２/ 14㈯・15㈰・21㈯・22㈰・28㈯

３/ 1㈰・7㈯・8㈰

◆午前の部　  午前10時 ～ 正午
◆午後の部　  午後　1時 ～ 3時

　手作りの創作雛や彫刻竹灯籠を
募集・展示します。優秀作品には
特典あり。
募集期間　2 月 1 日㈰ ～ 20 日㈮
展示日　　2月28日㈯・3月1日㈰
展示場所　日奈久ゆめ倉庫

日奈久温泉観光案内所 ☎ 38-0267
【申込・問合せ】

【応募・問合せ】

ところ　日奈久ゆめ倉庫
定　員　各回 15 人
参加費　800 円（要申込）

日奈久温泉観光案内所 ☎ 38-0267

数量限定

市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
冬
季
特
別
展
覧
会

八代特産トマトを使った「だご汁」やおかみ手作りスイーツなどをおもてなし

ところ　 しのはらホテル浜膳隣
午前10時 ～ 午後４時



　

江
戸
時
代
、
大
名
家
な
ど

上
級
武
家
の
姫ひ

め
ぎ
み君

が
お
嫁
入

り
す
る
と
き
は
、
そ
の
家
格

に
ふ
さ
わ
し
い
婚
礼
道
具
が

調
え
ら
れ
ま
し
た
。
婚
礼
の

儀
式
に
不
可
欠
な
貝か

い
お
け桶

を
は

じ
め
、
化
粧
道
具
や
文
房
具
、

香こ
う
ど
う
ぐ

道
具
な
ど
、
姫
君
の
生
活

に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
品
が

そ
ろ
え
ら
れ
、
大
名
家
と
も

な
る
と
金
銀
蒔ま

き

え絵
を
ほ
ど
こ

し
た
も
の
が
準
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

旧
八
代
城
主
松
井
家
に
は

多
く
の
婚
礼
道
具
が
伝
来
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
蒔
絵

を
ほ
ど
こ
し
た
豪
華
な
も
の

で
、
松
井
家
の
家
格
の
高
さ

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

松
井
家
伝
来
の
婚
礼
道
具

に
夫
人
た
ち
ゆ
か
り
の
品
々

を
加
え
た
85
点
を
展
示
し
ま

す
。

※
写
真
の
作
品
は
松
井
文
庫
所
蔵

▲▶七
しっぽうおりくずしきりもんまきえ

宝折崩桐紋蒔絵婚礼道具の貝
かいおけ

桶と合
あわせがい

貝（江戸時代後期）

Yatsushiro 2015.27

特
別
講
演
会

「
松
井
章て

る

ゆ

き之
と
琴
の
結
婚
」

◆
観
覧
料

　

一
般
４
０
０
円
（
３
２
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

中
学
生
以
下
無
料

　
※（
　
）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

◆
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

◆
主
　
催

　

市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム
、
八
代
市

◆
協
　
賛

　

市
立
博
物
館
友
の
会

◆
問
合
せ

　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

◆
開
館
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

お
姫
さ
ま
の

婚
礼
道
具

市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
冬
季
特
別
展
覧
会

旧
八
代
城
主
松
井
家
に
伝
来
し
た
華
麗
な
る
婚
礼
道
具
を
一
挙
公
開

◆
講
　
師

　
林
千ち

ず寿
（
博
物
館
学
芸
員
）

◆
日
　
時

　
2
月
14
日
㈯

　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

　（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
）

◆
会
　
場

　
市
立
博
物
館
講
義
室

※
聴
講
無
料
、
事
前
申
込
不
要

※
先
着
80
人
ま
で
（
満
席
の
場
合
、
入
場

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
）

2 月　6 日㈮
▼

3 月 22 日㈰

会　　期

▲三
み つ ざ さ も ん か ら く さ ま き え

ツ笹紋唐草蒔絵婚礼道具のうち化粧道具　　
　（江戸時代後期）

▲小
こ す み あ か て ば こ

角赤手箱（江戸時代後期）
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“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集20

演
が
間
仲
に
日
生
誕
の
歳

ト
ン
カ
た
れ
く
て
し
奏

は
私
、
間
瞬
た
い
聞
を
奏
演
。
た
し

。
た
し
ま
け
受
を
撃
衝
な
き
大

｢

こ

い
た
し
が
楽
音
の

｣

だ
い
思
の
そ
。

。
た
し
ま
び
選
を
道
の
手26

ベ
イ
の
こ
。
た
し
ま
り
な
に
目
年

は
に
後
最
、
い
合
び
喜
を
と
こ
る
え

ま
れ
別
て
し
束
約
を
会
再
の
年
来

広
を
り
が
な
つ
で
い
あ
れ
ふ
の
と
人

い
ら
く
じ
同
と
楽
音
、
が
と
こ
る
げ

。
す
で
み
し
楽参

ン
ベ
イ
で
車
ら
か
道
海
北
、
し
す
ま

ま
い
も
人
る
れ
く
て
し
加
参
に
ト

の
ト
ン
ベ
イ
に
人
の
ん
さ
く
た
。
す

。
ね
す
で
い
た
が
り
あ
が

　

に
め
た
く
い
て
け
続
を
ト
ン
ベ
イ

り
な
ば
れ
け
な
い
で
気
元
が
私
、
は

し
を
我
怪
や
気
病
、
も
に
め
た
の
ン

の
気
元
の
私
が
ち
持
気
う
思
と
い
な

。
す
で
訣
秘い

30

て
し
指
目
を
催
開
の
目
回

し
ま
き
で
が
り
が
な
つ
と
人
の
ん

ト
ン
カ
ら
か
期
時
い
早
の
生
人
。
た

て
げ
広
を
り
が
な
つ
の
と
人
で
楽
音

　

は
率
化
齢
高
の
県
本
熊

27

成
平
（

25

の
均
平
国
全
。）
べ
調
度
年

合
割
の
人
の
上
以
歳
０
０
１
と
命
寿

国
全
も
ら
ち
ど
は

10

に
さ
ま
。
内
位

。
す
で
県
の
寿
長
は
本
熊

　

の
担
負
護
介
や
死
独
孤
の
者
齢
高

人
る
え
支
を
会
社
齢
高
。
す
で
題
問

、
が
す
で
切
大
も
り
く
づ
境
環
の
へ

と
こ
す
ら
暮
に
気
元
が
身
自
者
齢
高

暮
に
気
元
が
者
齢
高
。
す
で
要
必
も

は
れ
そ
、
と
こ
な
要
必
に
め
た
す
ら

｢

い
が
き
生

｣

。
す
で

は
気
元

楽
音
と
人
ら
か

川嶋 捷功さん (74)河内 信行さん (71)

　

充
が
物
べ
食
や
療
医、
は
で
本
日

が
命
寿
均
平
で
と
こ
た
き
て
し
実

。
す
ま
い
で
ん
進
が
化
齢
高
、
び
延

。
す
で
況
状
じ
同
も
県
本
熊

　

め
た
る
切
り
乗
を
会
社
化
齢
高

高、
く
な
で
け
だ
命
寿
均
平、
は
に

れ
送
を
活
生
常
日
に
気
元
が
者
齢

大
が
と
こ
す
ば
延
を
命
寿
康
健
る

。
す
で
切

｢

い
が
き
生

｣

康
健
は
に

。
す
ま
り
あ
が
果
効
す
ば
延
を
命
寿

　

と
こ
す
ら
暮
に
康
健
が
者
齢
高

状
護
介
要
や
症
知
認
の
人
本
、
で

こ
ぐ
防
に
然
未
を
と
こ
る
な
に
態

の
人
る
す
を
護
介、
ん
ろ
ち
も
は
と

。
す
ま
き
で
が
と
こ
す
ら
減
も
担
負

学
大
園
学
本
熊

 

部
学
祉
福
会
社

  

　
　

田
和

 

要 

長
部
学

（
62
）

　

れ
だ
。
い
た
め
高
を
力
能
の
分
自

を
り
が
な
つ
。
い
し
ほ
で
ん
喜
に
か

生
も
ら
か
的
目
な
ん
ど
。
い
た
り
作

ま
き
で
が
と
こ
る
け
つ
見
を
い
が
き

る
け
つ
見
を
い
が
き
生
く
し
新
。
す

術
技
や
識
知
の
分
自
、
く
な
で
け
だ

き
生
も
と
こ
る
え
伝
に
人
や
域
地
を

。
す
で
い
が　

こ
る
な
に
命
懸
生
一
は
の
な
切
大

な
あ
で
と
こ
つ
持
を
い
が
き
生
。
と

｢

き
い
き
い

｣

人
の
域
地
や
族
家
は

を
な
ん
み
、
り
わ
伝
も
に

｢

い
き
い

き｣

ん
み
は
い
が
き
生
。
す
ま
せ
さ

。
す
で
法
魔
る
す
に
顔
笑
を
な　 　

す
ば
延
を
命
寿
康
健

　                 

」
い
が
き
生
「

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

化
齢
高
の
内
県
む
進

◎ Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20 万人

30 万人

40 万人

50 万人

60 万人

15.4%
18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

に
め
た
る
い
で
気
元
も
で
ま
つ
い

「退職して良かったと思えたのは 1 カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　

　
の
た
な
あ

法
魔

は

を
誰

顔
笑

？
か
す
ま
し
に

interview

け   

が

　カントリーミュージッ
クが大好きです。カント
リーミュージックでは、
知らない人でもすぐ友だ
ちになれます。音楽を通
して、人と関わることが
できるので、健康でいら
れるのだと思います。

　音楽を聞き、踊ること
が私の生きがいです。老
人ホームなどで踊りを披
露しています。皆さんが
喜んでくれることがうれ
しいです。何でもいいの
で、年をとっても趣味を
持つことは大切です。

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

　
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

す
。
私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

加
者
に
は
「
カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の
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。
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を
り
が
な
つ
。
い
し
ほ
で
ん
喜
に
か

生
も
ら
か
的
目
な
ん
ど
。
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で
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が
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く
な
で
け
だ

き
生
も
と
こ
る
え
伝
に
人
や
域
地
を

。
す
で
い
が　

こ
る
な
に
命
懸
生
一
は
の
な
切
大

な
あ
で
と
こ
つ
持
を
い
が
き
生
。
と

｢

き
い
き
い

｣

人
の
域
地
や
族
家
は

を
な
ん
み
、
り
わ
伝
も
に

｢

い
き
い

き｣

ん
み
は
い
が
き
生
。
す
ま
せ
さ

。
す
で
法
魔
る
す
に
顔
笑
を
な　 　

す
ば
延
を
命
寿
康
健

　                 

」
い
が
き
生
「

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

化
齢
高
の
内
県
む
進

◎ Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20 万人

30 万人

40 万人

50 万人

60 万人

15.4%
18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

に
め
た
る
い
で
気
元
も
で
ま
つ
い

「退職して良かったと思えたのは 1 カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　

　
の
た
な
あ

法
魔

は

を
誰

顔
笑

？
か
す
ま
し
に

interview

け   

が

　カントリーミュージッ
クが大好きです。カント
リーミュージックでは、
知らない人でもすぐ友だ
ちになれます。音楽を通
して、人と関わることが
できるので、健康でいら
れるのだと思います。

　音楽を聞き、踊ること
が私の生きがいです。老
人ホームなどで踊りを披
露しています。皆さんが
喜んでくれることがうれ
しいです。何でもいいの
で、年をとっても趣味を
持つことは大切です。

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

　
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

す
。
私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

加
者
に
は
「
カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の
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☎ 35-5566・35-5578

2/26㈭ ～3/16㈪ 〈土・日を除く〉は
ハーモニーホール申告会場

特設電話

市
民
税
・
県
民
税 

の 

申
告
相
談

　
申
告
制
度
は
、
納
税
者
自
ら
が
前
年
中
の
収
入
・
経
費
を
計
算
し
、
そ
の
金
額
を
基
に
所
得
税
や
市
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
を
応
分
に
負
担
す
る
た
め
の
重
要
な
仕
組
み
で
す
。
申
告
が
必

要
な
人
は
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
を
確
認
し
、
各
申
告
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
税
務
署
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

市民税課　☎３３－４１０７

2月9日㈪ ～
開催期間

問合せ

3月16日㈪

税務署に申告してください

市への申告は不要です

申告は不要です

市・県民税の申告は不要
ですが、国民健康保険・
後期高齢者医療保険に加
入している場合、保険税

（料）計算のための申告が
必要です

申告は不要です。
ただし、給与や年金の源
泉徴収票に記載されてい
ない所得控除（扶養控除・
医療費控除・社会保険料
控除など）を追加する人
は申告が必要です

スタート

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

税務署から申告案内の通知が
届いた

確定申告書を既に税務署に提
出した、あるいは提出する予
定だ

平成26年1月1日～12月31日
の間、収入（所得）がなく、家族
の扶養控除対象者となっている

平成 26 年 1 月 1 日～ 12 月
31 日 の 間、収入（所得）がない
が、誰にも扶養されていない

平成26年中は給与収入だけで、
市へは事業所から報告される

平成 26 年中は公的年金だけ
である

市県民税の申告が必要です

※遺族年金・障害者年金は非課税のため収入（所得）に含める必要
   はありません

源
泉
徴
収
票

一
時
所
得
や
保
険
満
期
一
時
金
な
ど
の
証
明
書

金
融
機
関
発
行
の
源
泉
徴
収
票
や
支
払
明
細
な
ど

個
人
年
金
・
講
師
料
・
謝
金
な
ど
の
各
種
報
酬
の

支
払
明
細

収
支
内
訳
書
（
売
上
伝
票
・
仕
切
書
や
帳
簿
な
ど
、

収
入
金
額
の
詳
細
や
各
種
経
費
の
領
収
書
、
26
年

中
に
購
入
し
た
減
価
償
却
資
産
の
領
収
書
、
土
地

改
良
費
、
農
業
共
済
掛
金
の
領
収
書
な
ど
経
費
が

証
明
で
き
る
も
の
）

※
事
前
に
記
入
し
、申
告
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

◆税務署で「確定申告は不要」と言われた人でも、市県民税の申告が必要な場
   合があります。
◆上記の「申告不要」に該当する人でも次の①～⑤のサービスを利用・申請
　する場合には、市県民税の申告が必要な場合があります。

◆申告書用紙が必要な人は、本庁・各支所に「書き方」と一緒に用意してい
　ます。また、記入した申告書は郵送での提出もできます。
◆市県民税の申告用紙は、市ホームページからも取得できます。
　　　　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/
　　　　 市民向け情報 市税  →  市・県民税  →  市・県民税について

①国民健康保険加入者（算定資料・軽減措置の判定・高額療養費支給申請のため）
②介護保険加入者（算定資料のため）　③所得証明が必要な人
④市営住宅を利用する人　⑤その他、福祉関係のサービスを利用する人など

平
成
27
年
度（
平
成
26
年
分
）

あなたは市県民税の申告が必要？
 まずはチェック

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い

申
告
に
必
要
な
も
の

■ 

印  

鑑

■ 

一
時
所
得

■ 

配
当
所
得

■ 

そ
の
他

■ 

社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税・国
民
年
金

　  

掛
金・介
護
保
険
料
な
ど
）・
生
命
保
険
・
損

     

害
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書

■ 

医
療
費
な
ど
の
領
収
書

■ 

給
与
や
公
的
年
金
の
申
告

■ 

営
業
・
農
業
・
不
動
産
の
申
告

 

所
得
（
収
入
）
に
関
す
る
も
の 

控
除
に
関
す
る
も
の

平
成
26
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

住
宅
を
購
入（
新
築
・
増
改
築
）し
た
人
へ
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校 区 町内・行政区など 指定日 時間帯 会　場

二見

洲口町・本町・
赤松町 2/11 ㈬

         ㈷

午前
二見公民館

下大野町・
野田崎町 午後

日奈久

新開町・大坪町・
新田町・山下町・
竹之内町・浜町・
東町・中町

2/12 ㈭

午前

南部市民
センター３階上西町・中西町・

下西町・馬越町・
栄　町・ 平成町・
塩北町・塩南町

午後

東陽町

河　俣　
2/13 ㈮

午前

東陽支所
２階大会議室

南 午後
小　浦　

2/16 ㈪
午前

北 午後

鏡町

駅前・下有佐・
有佐・中島・下村 2/17 ㈫

午前

鏡支所
３階大会議室

内田・宝出 午後
鏡村・津口・芝口・
野崎 2/18 ㈬

午前

上鏡・鏡町 午後
外出・北出・大還・
貝洲 2/19 ㈭

午前

硴原・塩浜・北新地 午後

千丁町

上土・上外牟田・
下外牟田・北村・
太牟田塘 2/20 ㈮

午前

千丁支所
２階大会議室

西牟田上・西牟田下・
二の丸・八代新地・
川開

午後

北吉王丸・南吉王
丸・新牟田一・
新牟田二 2/23 ㈪

午前

新牟田三・東牟田 午後

坂本町

西部・深水・中谷                  
2/24 ㈫

午前

坂本公民館
大ホール

百済来下・百済来上 午後
鎌瀬・中津道・市ノ俣・
川嶽・鶴喰・田上

2/25 ㈬
午前

鮎帰・坂本・荒瀬・
葉木 午後

校 区 町内・行政区など 指定日 時間帯 会　場

代陽・八代・龍峯 2/26㈭
    27㈮ 終日

やつしろ
ハーモニーホール 

（1階多目的ホール）

植柳・麦島・宮地
（宮地東を含む）

3/  2㈪
      3㈫ 終日

高田・金剛 3/  4㈬
      5㈭ 終日

太田郷 3/  6 ㈮
      9 ㈪ 終日

松高・郡築・昭和 3/10 ㈫
    11 ㈬ 終日

八千把 3/12 ㈭
    13 ㈮ 終日

泉町

板木・保口・椎原・
朴の木・小原・
久連子

2/9 ㈪ 午後
振興センター
五家荘

上樅木・下樅木・  
西の岩・黒原・葉木 2/10 ㈫ 午前

柿迫地区
3/  3 ㈫

午前

泉支所
２階会議室

栗木地区 午後

下岳
地区

本屋敷～土生  
3/  4 ㈬

午前

井櫃～矢山 午後

全市内 上記の指定日に
申告できなかった人

3/15 ㈰
    16 ㈪ 終日

やつしろ
ハーモニーホール 

（1階多目的ホール）

市・県民税申告相談受付日程・会場

休日の申告相談は、３月15日㈰にやつしろハーモニーホールで行います。
混雑を避けるため、できるだけ指定日の来場にご協力ください。
指定日に都合がつかない人は、他の指定日にその会場への来場も可能です。

午前 9:00 ～ 12:00
午後 1:00 ～   4:00

受付時間

※正午～午後1:00は受付できません。

　八代税務署では、平成 26 年分所得税および復
興特別所得税、消費税および地方消費税の申告会
場を開設します。

日　時　2 月 16 日㈪～ 3 月 16 日㈪
　　　　午前 9 時～午後 4 時（土日を除く）
場　所　八代税務署3階会議室 （花園町16番地2）
問合せ　八代税務署個人課税第 1 部門
　　　　☎３２-３１４１

※消費税および地方消費税の申告は 3 月 31 日㈫までです

  確定申告相談 のお知らせ

平
成
26
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

住
宅
を
購
入（
新
築
・
増
改
築
）し
た
人
へ

平
成
26
年
度

「
税
に
関
す
る
作
文
」
入
賞
者

　
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
の

税
額
控
除
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
八
代
税
務
署
で
は
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
申
告
書

の
作
成
会
を
実
施
し
ま
す
。

・
南
九
州
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

・
熊
本
県
知
事
賞

・
八
代
税
務
署
長
賞

・
八
代
税
務
署
長
賞

本
村  

花か

鈴り
ん

さ
ん
（
日
奈
久
中
２
年
）

「
新
し
い
納
税
の
シ
ス
テ
ム
『
ふ
る
さ
と
納
税
』」

中
村  

百
花
さ
ん
（
第
一
中
３
年
）

「
税
が
変
え
る
未
来
」

竹
原  

沙
耶
さ
ん
（
八
代
高
校
１
年
）

「
み
ん
な
で
支
え
る
税
金
」

大
住  

知
里
さ
ん
（
第
五
中
３
年
）

「
税
の
大
切
さ
」

※
要
件
や
手
続
き
、必
要
な
書
類
な
ど
は
国
税
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp/

）

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
八
代
税
務
署
へ
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

場
所　

八
代
税
務
署 

３
階

日
時　

２
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

中
学
生
の
部

高
校
生
の
部

※
平
成
27
年
度
の
確
定
申
告
の
期
間
は
、２
月
16
日

　

㈪
～
３
月
16
日
㈪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

八
代
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

☎
32
３
１
４
１
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国
民
年
金
保
険
料 

は

前
納 
と 

早
割 

が 

お
得 

で
す

　
あ
る
一
定
期
間
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納

め
る
こ
と
で
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
る
制
度
で

す
。
期
間
は
２
年
、
１
年
、
半
年
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。

◆
２
年
前
納
（
口
座
振
替
の
み
可
）

　

２
年
度
分
（
４
月
分
～
翌
々
年
３
月
分
）
の

保
険
料
を
、
初
年
度
当
初
の
４
月
末
ま
で
に
納

め
る
方
法
で
す
。

◆
１
年
前
納

　

１
年
度
分
（
４
月
分
～
翌
年
３
月
分
）
の
保

険
料
を
、
年
度
当
初
の
４
月
末
ま
で
に
納
め
る

方
法
で
す
。

◆
半
年
前
納

　

年
に
２
回
、
半
年
分
ず
つ
前
払
い
す
る
方
法

で
、
４
月
分
～
９
月
分
を
４
月
末
ま
で
に
、
10

月
分
～
翌
年
３
月
分
を
10
月
末
ま
で
に
納
め
る

方
法
で
す
。

納
付
の
方
法

　

納
付
書
払
い
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
、
口
座
振

替
が
あ
り
、
口
座
振
替
は
さ
ら
に
割
引
が
あ
り

ま
す
。

◆
納
付
書
払
い
の
場
合

　

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
納
付
書
の
「
１
年
前
納
用
」
か
「
半
年
前

納
用
」
を
使
っ
て
、
全
国
の
金
融
機
関
や
郵
便

局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
ま
す
。

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
と
口
座
振
替
の
場
合

　

新
規
で
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
下
旬
ま
で

に
年
金
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
２

年
前
納
と
１
年
前
納
は
４
月
末
日
に
、
半
年
前

納
は
４
月
末
日
と
10
月
末
日
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。

納付方法
納付書払い

クレジット払い
口座振替

2 年前納
（口座振替のみ）

― 14,800 円割引

１年前納 3,250 円割引 3,840 円割引

半年前納 740 円割引 1,040 円割引

前納種類別の平成２６年度割引額一覧表
※平成２７年度の割引額は保険料額により決定します。

　
通
常
の
口
座
振
替
は
翌
月
末
の
引
き
落
と
し

で
す
が
、
当
月
末
に
引
き
落
と
し
て
前
納
す
る

こ
と
で
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
る
制
度
で
す
。

　

申
し
込
む
と
、
翌
月
末
の
初
回
口
座
振
替
時

に
２
カ
月
分
（
初
回
分
と
２
回
目
分
）
の
保
険

料
が
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。
２
カ
月
目
か

ら
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

７月分保険料
15,250 円

６月分保険料
15,250 円

５月分保険料
15,250 円

４月分保険料
15,250 円

初回のみ 2カ月分

７月末引落し ６月末引落し ５月末引落し

➡➡➡

７月分保険料
15,200 円

６月分保険料
15,200 円

５月分保険料
15,200 円

４月分保険料
15,250 円➡➡➡

　通常の口座振替

➡
　早割の口座振替　

問
合
せ
先

　
　

国
保
年
金
課　

☎
33
４
１
０
５

　

八
代
年
金
事
務
所

　
　

国
民
年
金
課　

☎
35
６
１
４
３

　
前
　
納

　
早
　
割

※目安として平成 26 年度の保険料（月 15,250 円）で表示

➡

　国民年金保険料の納付にお困りの人は、免除制度をご利用ください

　保険料を未納のままにしておくと、障がいを負ったり亡くなったりし
たときに、障害年金や遺族年金が支給されないことがあります。
　　　　　保険料は毎月忘れずに納めましょう。
　　　　　所得が少ない、失業したなどの理由で保険料を納めるのが
　　　　　難しい場合は、世帯の所得に応じて保険料の全部か一部の
　　　　　　　　　　　　　　　納付が免除・猶予される「保険料免除

　　　　　　　　　　　　　　　制度」がありますのでご相談ください。
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消
防
団
員  

募
集

地
域
防
災
の
“
か
な
め
”
で
あ
る
消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

消
防
団
で
は
、
み
な
さ
ん
の
“
力
”
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
団
体
な
の

　
「
自
分
た
ち
の
“
ふ
る
さ
と
”
を
自
ら
で

守
る
」

　

・
家
族
を
守
り
た
い

　

・
隣
近
所
を
助
け
た
い

　

・
地
域
を
大
切
に
し
た
い

を
実
行
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体

で
、
現
在
73
の
分
団
に
２
４
０
７
人
が
所
属

し
、
女
性
消
防
隊
も
31
人
が
活
動
中
で
す
。

　

実
際
に
は
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の

　

火
災
の
消
火
作
業
だ
け
で
な
く
火
災
の
予

防
や
警
戒
、
救
護
・
救
助
、
地
震
や
台
風
、

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
警
戒
・
防

御
、
市
民
へ
の
支
援
や
広
報
・
啓
発
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
活
動
に
十
分
な
力
を

発
揮
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
や
機
材
の

点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
で
は
上
意
下
達
の
指
揮
命
令
や
規

律
訓
練
な
ど
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
先
輩
や
友
人
と
の
つ
な
が
り
、
自
己

鍛
錬
を
行
う
な
ど
達
成
感
を
得
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
地
域
の
防
犯
活
動
や
お
祭
り
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も
協
力
し
て
い

ま
す
。

　
身
分
や
補
償
は
ど
う
な
る
の

　
消
防
団
員
は
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
な

り
、
被
服
の
貸
与
や
活
動
中
の
け
が
な
ど
の

補
償
、
勤
続
年
数
や
階
級
に
応
じ
た
退
職
報

償
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

誰
で
も
入
団
で
き
る
の

　

左
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
特
に
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

・
市
内
に
居
住
か
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

　

・
女
性
や
学
生
も
入
団
可
。

　

会
社
員
や
自
営
業
、
主
婦
な
ど
い
ろ
ん
な

人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

ＱＡＱ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

　
災
害
で
傷
つ
き
悲
し
む
人
を
一
人
で
も
少
な

く
す
る
活
動
、
そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。
　

そ
れ
が
消
防
団
で
す
。

消
防
団
と
は
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税
　
金

道
路
上
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か

盗
難
自
転
車
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
交

番
か
警
察
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う

で
な
い
も
の
は
、
道
路
管
理
者
が
調
査
確

認
し
、
撤
去
し
ま
す
。

自
宅
や
店
舗
の
敷
地
な
ど
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

盗
難
自
転
車
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
交

番
か
警
察
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
私
有

地
の
放
置
自
転
車
は
、
そ
の
土
地
の
所
有

者
か
管
理
者
で
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
上
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
警
告

な
し
に
撤
去
さ
れ
ま
す
か

市
の
管
理
道
路
で
は
、
通
行
に
著
し
い
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
即
時

撤
去
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
営
駐
輪
場
で
は
、
注
意
札
を
貼
付
し
て

か
ら
14
日
経
過
後
に
警
告
札
を
貼
付
し
、

さ
ら
に
14
日
経
過
後
に
撤
去
し
ま
す
。
ま

た
、
市
の
管
理
道
路
か
ら
撤
去
し
た
自
転

車
は
公
示
し
て
か
ら
6
カ
月
経
過
後
に
、

市
営
駐
輪
場
の
場
合
は
公
示
し
て
か
ら
30

日
経
過
後
に
廃
棄
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
を
返
し
て
ほ
し
い
と

き
は

本
市
で
撤
去
後
に
保
管
し
た
自
転
車
な
ど

は
、
車
体
の
記
名
や
防
犯
登
録
な
ど
か
ら

所
有
者
が
判
明
し
た
場
合
、
引
取
通
知
書

（
放
置
自
転
車
の
お
知
ら
せ
）
を
送
付
し
ま

す
。
返
還
に
つ
い
て
は
、
回
収
区
域
の
管

理
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

やめよう
放置自転車

放置自転車は通行の妨げになり危険です。
きちんと駐輪場に置きましょう。

土木管理課　☎３３－４１２１

ＱＱＱＱ ＡＡＡＡ

1. バス待機場横に駐輪してある自転車。接
　触する危険性あり（新八代駅）
2. 駐輪禁止の掲示と観光案内板の前に駐輪
　してある自転車（新八代駅）
3. 生け垣内に駐輪してある自転車（八代駅）

3 2 1

放
置
自
転
車
の
危
険
性

　
「
み
ん
な
が
置
い
て
い
る
か
ら
」「
少

し
の
時
間
だ
け
だ
か
ら
」
な
ど
の
理
由

で
置
か
れ
た
自
転
車
は
、
街
の
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
目
の

不
自
由
な
人
、
車
椅
子
の
人
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
強
風
で
倒

れ
た
り
、
人
が
つ
ま
ず
い
た
り
す
る
原

因
に
な
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。
美
し

く
住
み
や
す
い
街
に
す
る
た
め
、
自
転

車
は
必
ず
駐
輪
場
な
ど
に
停
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
市
営
駐
輪
場
に
長
期
間
に

わ
た
り
駐
輪
し
続
け
る
と
、
他
の
人
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必
要
以
外

の
駐
輪
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

回
収
区
域
と
管
理
者

　

放
置
自
転
車
は
管
理
者
が
回
収
し
、
一
定
期
間
経
過
後
に

廃
棄
し
ま
す
。
期
間
内
に
返
還
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
の
返
還

■
返
還
時
間

　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
（
土
日
や
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
持
参
品

　

①
引
取
通
知
書
（
送
付
を
受
け
た
場
合
）

　

②
印
鑑
（
認
印
）

　

③
所
有
者
を
証
明
す
る
も
の
（
免
許
証
、
学
生
証
な
ど
）

　

④
自
転
車
な
ど
の
鍵

　
※
県
道（
市
内
の
国
道
２
１
９
号
・
４
４
３
号
・
４
４
５
号
を
含
む
）は
八
代
地
域
振
興

　
　
局
維
持
管
理
課
、
国
道
は
国
土
交
通
省
八
代
維
持
出
張
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

管理者名 電話番号 回収区域

 土木管理課 33-4121

 旧八代市内の八代市管理道路

 市営新八代駅西口駅前広場駐輪場

 市営新八代駅南口広場駐輪場

 防災安全課 33-4112  市営八代駅前駐輪場

 鏡建設事務所 52-7820  鏡町内の八代市管理道路

 千丁建設事務所 46-1104  千丁町内の八代市管理道路

 坂本建設事務所 45-2290  坂本町内の八代市管理道路

 東陽建設事務所
65-2111

（内6112）
 東陽町内の八代市管理道路

 泉建設事務所 67-2115  泉町内の八代市管理道路

 本町3丁目商店街振興組合 32-2697  市営本町 3 丁目駐輪場
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市
民
課

　
３
月
下
旬
の
休
日
に
窓
口
を
開
設

　

例
年
、
年
度
末
（
３
月
下
旬
）
は
、
就
学
や
転
勤

な
ど
一
年
を
通
じ
て
最
も
引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で

す
。
こ
の
時
期
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
が
集
中
し

窓
口
が
大
変
混
み
合
う
た
め
、
来
庁
さ
れ
た
人
を
お

待
た
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
お
け

る
窓
口
混
雑
の
緩
和
と
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、３
月
下
旬
の
休
日
も
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

本
庁　

市
民
課
窓
口

取
扱
業
務

　
福
祉
・
健
康

　
税
　
金

　
窓
　
口

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の

　
税
率
は
１・６
％
に
な
り
ま
す

■
固
定
資
産
税
の
税
率

（
改
定
前
）
１
・
５
％
→
（
改
定
後
）
１
・
６
％

■
税
率
改
定
の
理
由

な
ぜ
１
・
６
％
な
の
か
？

　

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
平
成
17
年
８
月
１
日
の

市
町
村
合
併
に
お
け
る
協
定
で『
固
定
資
産
税
率
は
、

１
・
６
％
と
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
平

成
19
年
度
ま
で
は
１
・
４
％
と
し
、
平
成
20
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
は
１
・
５
％
と
す
る
。
な
お
、
社
会

情
勢
に
よ
っ
て
は
、
１
・
５
％
か
ら
１
・
６
％
に
引
き

上
げ
る
時
期
が
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
』
と
さ

　
　
軽
自
動
車
な
ど
の
名
義
変
更
、

　
廃
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
な

ど
に
課
税
さ
れ
ま
す
。譲
渡
や
廃
車
を
し
た
場
合
は
、

そ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
所
定
の
場
所
で
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
種
→
手
続
き
先　

■
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

㏄
以
下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
→
市
民
税
課
（
本

庁
１
階
12
番
窓
口
）、
各
支
所
、
日
奈
久
出
張
所

■
軽
二
輪
（
２
５
０
㏄
以
下
）・
軽
三
輪
・
軽
四

輪
→
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会
☎
０
９
６（
３
６
９
）

７
９
２
０
（
熊
本
市
東
区
東
本
町
16
‐
３
）

　

■
小
型
二
輪
（
２
５
０
㏄
超
）
→
熊
本
運
輸
支
局

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
６
（
熊
本
市
東

区
東
町
４
‐
14
‐
35
）

問
合
せ　

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

27

れ
て
お
り
、
合
併
時
の
決
定
事
項
で
す
。

こ
れ
ま
で
１
・
５
％
に
な
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
？

　

合
併
協
定
に
基
づ
き
平
成
20
年
度
に
は
税
率
を

１
・
５
％
に
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、そ
の
後
に
起
こ
っ

た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
に
よ
り
景
気
が

冷
え
込
ん
だ
た
め
、
な
お
書
き
に
よ
っ
て
本
年
度
ま

で
１
・
５
％
に
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
平
成
27
年
度
か
ら
な
の
か
？

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、他
の
地
方
都
市
と
同
様
に
、

超
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
経
費
の
増

大
が
著
し
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
歳
入
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
が
３
年
ご
と
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
替
え
の
年
で
評
価
額
の
下
落
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
負
担
感
の
軽
減
に
繋
が
る
と
判
断

し
、
平
成
27
年
度
か
ら
と
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

○
住
所
変
更
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）
に
伴
う
住
民

異
動
届
の
受
付
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
業
務

○
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、
所

得
証
明
書
の
発
行
業
務

○
戸
籍
届
出
の
受
付
（
預
か
り
の
み
）

〇
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45

分
（
申
請
は
平
日
の
み
）

○
小
中
学
校
の
転
校
に
関
連
す
る
業
務
（
住
所
変
更

に
伴
う
も
の
に
限
り
ま
す
）

※
市
民
税
の
申
告
な
ど
右
記
の
取
扱
業
務
以
外
の
業

務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

※
休
日
で
あ
る
た
め
、
他
の
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ

が
必
要
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
は
実
施
中
で
す
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

　
　
八
代
市
国
民
健
康
保
険

　
運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

　

八
代
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
「
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
　
格　

八
代
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
（
た
だ
し
、学
生
は
除
く
）

任
　
期　

４
月
１
日
～
29
年
３
月
31
日

協
議
会
開
催　

年
３
回
程
度

募
集
人
数　

２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

に
よ
り
決
定
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
（
作
文
な
ど
）

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月
27
日
㈮
消
印
有
効

申
込
方
法　

国
保
ね
ん
き
ん
課
で
配
布
し
て
い
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
文
と
併
せ
て
同

課
へ
提
出
（
郵
送
可
。
申
込
書
と
原
稿
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
１
３

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　ごみ対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H25年12月 1,568ｔ 477ｇ
H26年12月 1,583ｔ 488ｇ
比 較 15ｔ 11ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H26年1月～ 26年 12月 17,642ｔ 461ｇ
比 較 －1,485ｔ － 29ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

　
介
護
技
術
教
室 

参
加
者
募
集

　
　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
食
事
・
口
腔
ケ
ア
の
介
助
に
つ
い
て

と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
５
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
・
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
、
５
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
・
代
陽
公
民
館

■
安
全
な
移
動
・
移
乗
に
つ
い
て

と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
19
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
・
昭
和
公
民
館
、
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
・
植
柳
公
民
館

定
　
員　

各
会
場
20
人
程
度

申
込
み　

ケ
ア
パ
ー
ク
☎
35
３
３
０
０

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６



　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

　10月1日㈪ 13:30 ～ 16:30 、10月18日㈭ 9:00 ～ 12:00
　　要予約：八代保健センター☎32-7200

月

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

2月12日㈭ 　　　　　 9:30～12:00 
2月23日㈪　　　　　13:00～16:30
    要予約：八代保健センター☎32-7200

2月10・27 日  　14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

　

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

市民課・こども未来課
市民税課・国保ねんきん課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ検査
　　

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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2 市民カレンダー
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

火災・救急情報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（12月末日現在）
　火　災　　　 ３３件
　救　急　５，８４９件    

  人口と世帯

12月末日現在
人　口　 131,490 人
　男　　　61,227 人
　女　　　70,263 人
世帯数  　 54,226 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
○ お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

育児:午前   成人:午後
＜於： 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
 ＜於： 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
＜於： 八代・鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

夜間納税窓口 17:30～19:00

夜間納税窓口
17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
  ＜於： 八代保健センター＞

母子健康手帳交付

納 税 情 報
        ● 今月の納税　  納期限　2 月 28 日㈯
　　　　　　　　　国民健康保険税 １１期
　　　　　　　　 　

   ● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　

問合せ　納税課 ☎33-4109

　
納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、

                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

日 病　院　名 町　名 電話番号

1
日

後藤胃腸科肛門科クリニック 迎 町 2 33-2661

うえの胃腸科内科 （小児も可） 本 町２ 33-1131

八代中央クリニック 永 碇 町 32-8008

武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811

和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860

8
日

持永外科内科胃腸科医院 平山新町 35-2772

増田内科・胃腸内科（小児も可） 永 碇 町 62-8100

八 代 敬 仁 病 院 海士江町 34-7911

上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377

緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

11
日

長谷川整形外科医院 海士江町 35-3125

福 満 内 科 医 院 松 江 町 35-0293

た ま り 小 児 科 田中北町 35-2141

島 田 産 婦 人 科 医 院 鏡　町 52-0153

保　田　医　院 鏡　町 52-0037

高　橋　医　院 坂 本 町 45-2323

15
日

高 野 整 形 外 科 本 町 1 32-2014

西　医　院 郡築4番町 37-0157

まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120

黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787

前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310

井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

22
日

田中泌尿器科外科医院 錦　 町 33-1100

鶴田胃腸科内科 日 置 町 31-5000

浜田呼吸器科内科クリニック（小児も可） 大 村 町 31-7622

よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110

尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011

診療時間 9:00 ～ 17:00

※休日在宅医は、変更になる場合があります。
　受診の際は、事前にテレホンサービスで確認し、　
　当番医に連絡をお願いします。

八代市医師会☎34-7001　八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

八代保健センター☎32-7200／鏡保健センター☎52-5277※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

急病のときは

ご相談ください

建国記念日
毎月１1日は

人権を確かめ合う日

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

2/11 ㈬ 建国記念の日のごみ収集・施設受付
●｢燃えるごみ｣ の収集はお休みです。
●｢資源の日｣ の収集
　八代・坂本・泉・東陽地域で 2/11 ㈬が資源の日になっている町
　内は別日に振替です。町内の収集カレンダーをご確認ください。
●ごみの持ち込み受付
　市清掃センターと樹木剪定くずリサイクル施設、クリーンセン
ター（氷川町）はお休みです。

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

≪問合せ≫ごみ対策課（清掃センター内） ☎32-4675
または各支所市民環境課／クリーンセンター ☎62-3304

休日在宅当番医

熊本県風しん対策事業 実施中

※詳細は市ホームページ、または各保健センターにお尋ねください。

　先天性風しん症候群の発生予防のため、下記事業
が行われています。

1．風しん抗体検査事業（対象者は検査料無料）
実施期間　実施中～平成27年2月28日
対  象  者　①主として妊娠を希望する女性
　　　　　②①に該当する女性の配偶者など、生活　　
　　　　　　 空間を同一にする頻度が高い同居者
　　　　　③風しんの抗体価が低い妊婦の配偶者などの同居者
　　　　　※①～③の人で下記に該当する場合は対象外
　　　　　　・過去に風しんの抗体検査を受けたことがある
　　　　　　・風しんの予防接種歴がある
　　　　　　・風しんの既往歴がある

2．風しん予防接種助成事業（対象者には費用の助成あり）
実施期間　実施中～平成27年3月10日
対  象  者　八代市に住民票があり、①または②の該当者
　　　　　①上記の風しん抗体検査を受けた結果、予防
　　　　　　接種を受けた方がよいと言われた人
　　　　　②過去の風しん抗体検査で、HI 抗体価が 16
　　　　　　倍以下相当だった人のうち、妊娠を希望す
　　　　　　る女性

平成 27 年度特定健診・がん検診の申し
込みは済みましたか。まだの人は 2 月
27 日㈮までに申し込みましょう。
詳細は八代保健センター☎ 32-7200

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

母子健康手帳交付
育児:午前   成人:午後
＜於： 八代・鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

□献　血
郡築公民館 10:00 ～12:00
向春苑  　  13:30 ～15:30

□献　血 
イオン八代ショッピングセンター
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

□献　血 
八代ホワイトパレス
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

◇7ヵ月児健診（八代保）
　 H26.6/17 ～ 6/27 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.9/26 ～ 10/6 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　H26.9/16 ～ 9/25 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.10/7 ～ 10/16 生

◆4ヵ月児健診（鏡保） 
    H26.9/14 ～ 10/17 生

◆1歳6ヵ月児健診（鏡保）
    H25.7/1 ～ 8/20 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.6/21 ～ 6/30 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.7/1 ～ 7/10 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇7ヵ月児健診 （八代保）
     H26.6/28 ～ 7/8生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.6/4 ～ 6/16生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.8/30 ～ 9/13 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.9/14 ～ 9/25 生

□献　血
JA やつしろ本所
10:00 ～12:00
サンテック八代工場 
13:30～15:30

毎月１9日は食育の日

◇2歳児歯科健診（八代保）
　 H24.10/17 ～ 11/6 生

◇2歳児歯科健診 （八代保）
　  H24.11/7 ～ 11/23 生
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座 

参
加
者
募
集

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人
の

中
で
、
さ
ら
に
知
識
を
深
め
、
今
後
地
域
で
認
知
症

の
人
や
家
族
を
応
援
す
る
た
め
に
、
自
分
に
何
が
で

き
る
か
、
一
緒
に
考
え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
４
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

大
会
議

室
Ａ
Ｂ

内
　
容　

傾
聴
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

傾
聴
の
意
味
と
基
本
的
な
心
構
え

　

認
知
症
高
齢
者
と
介
護
者
の
傾
聴　

な
ど

定
　
員　

80
人
程
度　

た
だ
し
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
済
の
人
か
民
生
委
員
の
人

申
込
み　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　（
若
年
性
認
知
症
家
族
会
）

　

若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

人
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
一
人
で
悩
ま
な

い
・
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
話
し
に
来
て
み
ま

　　
公
的
年
金
受
給
者
も

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
に

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
「
児
童
扶
養

手
当
」
は
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
す
る
人
は

手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年
12

月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

人
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
未
来
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
☎
33
８
７
２
１

　
　
い
っ
そ
DE
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
、
今
年
も
開
催

し
ま
す
。

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代 

短
期
講
座

　■
中
高
年
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
男
女
不
問
）

　

幾
つ
に
な
っ
て
も
鍛
え
る
こ
と
で
改
善
で
き
ま

す
。
筋
ト
レ
に
よ
り
筋
肉
量
と
柔
軟
性
が
増
し
、
認

知
症
予
防
や
転
倒
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

と
　
き　

２
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯
・
28
日
㈯　

午
前

10
時
～
正
午　

全
３
回

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
１
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

服
　
装　

動
き
や
す
い
服
装
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ

受
講
料　

５
０
０
円

定
　
員　

10
人

申
込
み　

２
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
講
料

を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
へ
来
館
（
電
話
申
込

み
不
可
）

■
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
職
業
相
談
セ
ミ
ナ
ー

　

求
職
者
が
再
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
再
就
職
に
必
要
な
基
本
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま

す
。

と
　
き
　
２
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

研
修
室

対
　
象　

18
歳
以
上

持
参
品　

受
給
資
格
者
証　

※
雇
用
保
険
受
給
手
続

　八代市ジュニア友好派遣団の一員として、平
成 26 年 12 月 19 日から 24 日までの日程で
八代市の友好都市である中国の北

ぺいはい
海市などを訪

問しました。
　学校訪問ではニラがたくさん入った水ギョウ
ザを一緒に作り、良い思い出になりました。ま
た、街にはビルも多くてとても発展しているよ
うに見えました。
　中国では、英語で会話をしてきました。将来
は好きな英語を活かした仕事がしたいと思いま
す。

松
まつむら

村　咲
さ く ら

來　さん
　　　 （鏡中２年）

夢Talk
トーク

将来は
  英語を活かした
　仕事がしたい

と
　
き　

２
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

第
１
部　

八
代
み
ら
い
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

第
２
部　

笑
っ
て
考
え
よ
う
、
生
活
と
仕
事
～
「
何

か
お
か
し
い
な
？
」
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
～

　

講
師　

イ
ク
メ
ン
東
大
教
授
（
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
）　

瀬せ
ち
や
ま

地
山 

角か
く 

氏

入
場
料　

無
料

※
手
話
通
訳
・
託
児
あ
り
（
託
児
は
２
月
２
日
㈪
ま

で
要
予
約　

対
象
：
１
歳
～
就
学
前
）

申
込
み　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
０
１

　

G gender-equal@
city.yatsushiro.lg.jp

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

２
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
く
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
千
の
穂　

２
階
会

議
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ま
が
わ
☎
35
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

せ
ん
か
。

と
　
き　

２
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

平
成
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
カ
モ

ミ
ー
ル
）　

集
合
：
外
来
待
合
室

定
　
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
み　

２
月
21
日
㈯
ま
で
に
平
成
病
院
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
32
８
１
７
１
へ

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
産
業
・
労
働

↖
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き
中
の
人
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
で
求
職
活
動

実
績
と
な
り
ま
す
。

費
　
用　

無
料

定
　
員　

50
人

申
込
み　

２
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
サ
ン
ラ

イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１
へ
（
電
話
申
込
み
可
）

■
親
子
パ
ン
作
り
講
座

　

お
ひ
な
ま
つ
り
パ
ン
と
お
菓
子

と
　
き　

３
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

講
　
師　

木
本
早
苗 

氏

費
　
用　

１
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費
７
０
０
円
）

定
　
員　

16
組
（
親
１
人
、
子
１
人
で
１
組
）

申
込
み　

２
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
へ
来
館
（
電
話

申
込
み
不
可
）

　
　
地
域
版

　
依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
依
存
症

を
抱
え
る
家
族
が
、
依
存
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

や
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
、
同
じ
悩
み
や
体
験

を
持
つ
家
族
と
の
交
流
を
通
し
て
、
家
族
が
健
康
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
４
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

八
代
保
健
所　

１
階
会
議
室

内
　
容　

講
話
と
交
流
会

講
　
師　

熊
本
ダ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
長　

田
邊
忠
司 

氏
参
加
費　

無
料
（
申
込
み
不
要
。
当
日
会
場
へ
）

問
合
せ　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
６
６

　　
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

　
八
代
校
入
学
生
募
集

　

１
年
間
に
わ
た
る
幅
広
い
学
習
や
体
験
を
通
し

て
、
生
き
が
い
再
発
見
、
社
会
参
加
、
新
た
な
交
流

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
　
象　

県
内
在
住
で
学
習
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上

の
人
（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

定
　
員　

80
人

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
３
月
２
日
㈪
必
着

内
　
容　

講
座
は
年
間
40
回
、
テ
ー
マ
は
毎
回
異
な

り
ま
す

受
講
期
間　

４
月
～
28
年
３
月

　

毎
週
火
曜　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

料
　
金　

入
学
金
５
０
０
０
円

　

受
講
料
１
５
０
０
０
円
（
入
学
時
に
一
括
納
付
）

申
込
方
法　

市
長
寿
支
援
課
で
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
そ
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

　　
自
死
遺
族
支
援
を
考
え
る

　
講
演
会
と
遺
族
交
流
会

　

家
族
や
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
人
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
と
、
遺
族
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
３
日
㈫
　
講
演
会
：
午
後
１
時
～
２

時
45
分
　
交
流
会
：
午
後
３
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ　

１
階
視
聴
覚
室

（
宇
城
市
松
橋
町
大
野
85
）

対
象
者　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
人
、
自
死

遺
族
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

※
交
流
会
は
遺
族
の
み
で
す

問
合
せ　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
６
６

　
産
業
・
労
働

　　
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　
使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
別
最
低
賃
金
（
26
年
10
月
１
日
～
）

　　
最
低
賃
金

　
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

熊
本
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

〒
８
６
０
‐
０
８
０
１　

熊
本
市
中
央
区
安
政
町

８
‐
16
村
瀬
海
運
ビ
ル
７
階　

熊
本
県
社
会
保
険

労
務
士
会
内
☎
０
９
６
（
３
２
４
）
１
１
２
４

　　
中
小
企
業
を
応
援
す
る

　
業
務
改
善
助
成
金

　

事
業
場
内
の
最
も
低
い
時
間
給
を
40
円
以
上
引
き

上
げ
る
計
画
と
、
就
業
規
則
の
改
正
や
労
働
能
率
の

増
進
に
資
す
る
設
備
の
導
入
な
ど
業
務
改
善
に
要
す

る
経
費
が
10
万
円
以
上
の
計
画
を
労
働
者
の
意
見
を

聞
い
て
策
定
す
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃
金
引
き

上
げ
に
資
す
る
業
務
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

　

就
業
規
則
の
作
成
、
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る

設
備
・
機
器
の
導
入
、
研
修
な
ど
の
実
施
に
係
る
経

費
の
２
分
の
１
（
下
限
５
万
円
、上
限
１
０
０
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

　

熊
本
県
最
低
賃
金　
　
　
　
　

時
間
額
６
７
７
円

産
業
別
最
低
賃
金
（
26
年
12
月
15
日
～
）

　

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

　

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
額
７
２
５
円

　

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製
造
・
修
理

　

業
、
舶
用
機
関
製
造
業　
　
　

時
間
額
７
７
５
円

　

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー　
　

時
間
額
７
０
７
円

※
産
業
別
最
低
賃
金
に
は
、適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

　

八
代
労
働
基
準
監
督
署
☎
32
３
１
５
１

　　
フ
ー
ド
バ
レ
ー
や
つ
し
ろ

　
ジ
ビ
エ
講
習
会

　

ジ
ビ
エ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
鹿
や
猪
な
ど
食
用

の
野
生
鳥
獣
を
意
味
し
ま
す
。

　

本
市
の
中
山
間
部
で
は
、
脂
肪
が
少
な
く
栄
養
価

が
高
い
鹿
や
猪
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ジ
ビ
エ
料
理
は
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い

る
料
理
の
一
つ
で
、
昨
年
の
日
本
の
世
相
を
象
徴
す

る
「
今
年
の
一
皿
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、鹿
や
猪
な
ど
に
よ
る
鳥
獣
被
害
が
多
発
し
、

収
穫
前
の
畑
が
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
全
国
的
に
甚
大
な

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鹿
や
猪

の
肉
を
使
っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
を
研
究
し
て
、
ジ

ビ
エ
の
販
路
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
鳥
獣
被

害
の
防
止
に
寄
与
し
ま
す
。

と
　
き　

２
月
16
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

太
田
郷
公
民
館　

講
堂

議
　
題　

野
生
獣
の
食
肉
利
活
用
の
必
要
性
・
ジ
ビ

エ
の
美
味
し
さ
と
安
全
性
を
両
立
さ
せ
る
調
理
法

講
　
師　

藤
木
徳
彦 

氏

　
　
　
　
（
日
本
ジ
ビ
エ
振
興
協
議
会 

理
事
長

　
　
　
　
　
　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）

定
　
員　

１
０
０
人
程
度

申
込
み　

２
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡
先
を

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
33
８
７
８
０　

D 

32
８
９
４
４
へ
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仕
事
を
探
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
就
職
面
接
会

と
　
き　

２
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

受
付
：
１
時
～

と
こ
ろ　

八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

内
　
容　

八
代
地
域
の
求
人
事
業
所
約
25
社
と
仕
事

探
し
を
し
て
い
る
人
と
の
就
職
面
接
会

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。
履
歴
書
は
複
数
枚
用
意
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

主
　
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
、
八
代
市
、
八
代
商

工
会
議
所
、
八
代
市
商
工
会
、
熊
本
労
働
局

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代
☎
31
８
６
０
９

とき（所要時間約90分） と　こ　ろ
2 月25日㈬ 19:30 ＪＡやつしろ南部営農センター 大会議室
2 月26日㈭ 19:30 ＪＡやつしろ中央営農センター 大会議室
2 月27日㈮ 19:30 ＪＡやつしろ北部総合営農センター 大会議室
3 月 2 日㈪ 19:30 太田郷公民館 会議室Ａ ・ Ｂ
3 月 4 日㈬ 19:30 八代市東陽定住センター 大研修室
3 月 5 日㈭ 19:30 坂本支所 会議室

平成27年度 環境保全型農業
直接支払交付金説明会

　環境保全型農業への取組みを検討する農業者はご参加
ください。
　問合せ　農業生産流通課☎ 33-8751

　
消
費
生
活

　　
九
州
・
沖
縄
地
区
一
斉
！

　
境
界
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
所

　

法
務
局
職
員
と
土
地
家
屋
調
査
士
が
土
地
の
境
界

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
事
前
予
約
を
お
勧
め

し
ま
す
。

と
　
き　

２
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局　

１
階
登
記

事
務
室

申
込
み　

２
月
13
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
熊
本
地
方

法
務
局
八
代
支
局
☎
32
２
６
５
４
へ

　
　
身
近
な
相
談
員
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

に
は
、
ま
わ
り
の
人
の
見
守
り
が
重
要
で
す
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
見
守
り
に
お
け
る
「
気
づ
き
」
の
ポ
イ

ン
ト
や
相
談
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
２
回

と
　
き　

２
月
19
日
㈭　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所　

５
階
大
会
議
室
Ａ

内
　
容　
「
最
近
の
相
談
事
例
」「
人
生
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
（
終
活
の
す
す
め
、
介
護
、
施
設

の
選
び
方
な
ど
）」　

な
ど

申
込
み　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

　
　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に

　
基
づ
く
定
期
報
告

　

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防

法
の
規
定
に
よ
り
、
年
に
１
回
そ
の
飼
養
頭
羽
数

（
２
月
１
日
時
点
）
を
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

　
　
統
計
調
査
の
登
録
調
査
員 

募
集

　
　

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
調
査
実
施
の
際
に
統
計
調

査
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容　

世
帯
や
事
業
所
へ
の
調
査
票
配
布
・
回

収
と
調
査
票
の
点
検
な
ど

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
20
～
74
歳
で
調
査
活
動

の
で
き
る
健
康
な
人　

②
調
査
で
知
り
得
た
こ
と

　
統
　
計

　
　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

１
月
１
日
現
在
で
申
請
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
異
議
申
出
期
間

　

２
月
23
日
㈪
～
３
月
９
日
㈪　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時　
（
土
日
も
縦
覧
で
き
ま
す
）

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
千
丁
支
所
２
階
）

　

☎
30
１
６
６
３

　
文
化
・
教
育

　
平
成
　
年
度
八
代
実
業
専
門
学
校

　
入
学
願
書
受
付
中

○
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
１
年
・
２
年
コ
ー
ス
）

○
福
祉
医
療
事
務
科
（
１
年
・
２
年
コ
ー
ス
）

○
美
容
師
養
成
科
（
２
年
コ
ー
ス
）
中
卒
以
上

○
調
理
師
養
成
科
（
１
年
コ
ー
ス
）
中
卒
以
上

※
各
種
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

☎
33
１
８
０
０　

D 

33
１
８
０
１

　
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　
労
働
法
が
変
わ
り
ま
す

27
年
４
月
１
日
施
行
の
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正
な
待
遇
の
確
保

・
正
社
員
と
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
る
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
対
象
範
囲
の
拡
大
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待
遇
と
正
社
員
の
待
遇

を
相
違
さ
せ
る
場
合
は
、職
務
の
内
容
、人
材
活
用

の
仕
組
み
、そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、不
合
理

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
納
得
性
を
高
め
る
た

ま
せ
ん
。
小
規
模
飼
養
者
で
家
畜
を
飼
養
し
て
い
る

人
は
、
２
月
18
日
㈬
ま
で
に
市
農
業
生
産
流
通
課
☎

33
８
７
５
１
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
規
模
飼
養
者

１
頭
以
下
：
牛
、
水
牛
、
馬

５
頭
以
下
：
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
鹿

１
０
０
羽
未
満
：
鶏
、
あ
ひ
る
・
あ
い
が
も
、
七
面

鳥
、
う
ず
ら
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
き
じ

10
羽
未
満
：
だ
ち
ょ
う

な
ど
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人　

③
警
察
・
選
挙
・

税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
人

報
　
酬　

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

申
込
み　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

め
の
措
置

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
は
、

雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
事
業

主
が
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
の
規
定
の
新
設

・
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る

事
業
主
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
勧
告
に
従
わ
な
い

場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
事
業
主
名
を
公
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

参
　
照　

パ
ー
ト
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

Ihttp://part-tanjikan.m
hlw

.go.jp/

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

27
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平成27年度 フレンドリーやつしろ主催講座
曜 講　座　名 　回数 / 月 募集

人数 時　間 受講料
（6 ヵ月）

月
曜

モーハラフレンドリー 3 第 1・2・3 30 14：00 ～ 16：00 5700 円
ヨーガセラピー 3 第 2・3・4 17 14：00 ～ 16：00 5700 円
抒情歌を歌おう会 2 第 2・4 20 13：00 ～ 15：00 3800 円
ウクレレ 2 第 1・3 20 19：00 ～ 21：00 3800 円
着物着付け 2 第 2・4 18 19：00 ～ 21：00 3800 円

火
曜

リラクゼーションヨーガ 3 第 1・2・3 20 10：00 ～ 12：00 5700 円
インド式 ヨーガ 3 第 2・3・4 30 19：00 ～ 21：00 5700 円
かんたん手作りパン 1 第１ 20 19：00 ～ 21：00 2000 円

水
曜

アロマセラピー 1 第１ 20 10：00 ～ 12：00 2000 円
リズム＆ダンス 3 第 1・2・3 30 10：00 ～ 12：00 5700 円
グラスアート 2 第 2・４ 20 10：00 ～ 12：00 3800 円
季節の料理とおかし 2 第 2・４ 20 10：00 ～ 12：00 3800 円
書道 2 第 2・４ 20 14：00 ～ 16：00 3800 円
パソコン講座

（宮嶋メモリアルホール） 3 第 1・2・3 20 19：00 ～ 21：00 5700 円

木
曜

家族のための健康料理 2 第 1・3 24 10：00 ～ 12：00 3800 円
パッチワーク 2 第 1・3 20 10：00 ～ 12：00 3800 円
英会話 2 第 2・４ 20 10：00 ～ 12：00 3800 円
バレエストレッチ 3 第 1・2・3 30 14：30 ～ 16：30 5700 円
基礎から学ぶペン習字 2 第 2・４ 20 19：00 ～ 21：00 3800 円

金
曜

着付け 2 第 1・3 18 10：00 ～ 12：00 3800 円
手づくりパン 2 第 1・3 20 10：00 ～ 12：00 3800 円
社交ダンス　ひまわり 3 第 1・2・3 20 10：00 ～ 12：00 5700 円
かぎ針編み 2 第 1・3 18 14：00 ～ 16：00 3800 円
介護予防にいい太極拳 3 第 1・2・3 30 14：00 ～ 16：00 5700 円
ヒップホップジャズダンス 3 第 1・2・3 30 20：00 ～ 21：00 5700 円

土
曜

やさしくできる家庭料理
（男性参加可） 1 第 1 20 10：00 ～ 12：00 2000 円

体にやさしいパン作り 1 第３ 20 10：00 ～ 12：00 2000 円
骨盤エクササイズ 2 第 1・3 30 10：00 ～ 12：00 3800 円
中国語講座 2 第 1・3 20 10：00 ～ 12：00 3800 円

　　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
主
催
講
座

　
受
講
生
募
集

と
こ
ろ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

※
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
み
宮
嶋
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

内
　
容　

下
表
の
と
お
り

費
　
用　

教
材
費
は
別
途
必
要
で
す
。
受
講
料
は
入

会
時
、
一
括
納
入
で
す
。

※
託
児
無
料
（
満
２
歳
～
就
学
前
６
歳
）
は
受
付
時

に
申
込
み
。

　
　
八
代
城
跡
群

　
国
史
跡
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

古
麓
城
か
ら
麦
島
城
、
八
代
城
へ

―
八
代
城
跡
群
を
見
れ
ば
、
日
本
の
城
が
わ
か
る
―

　

日
本
を
代
表
す
る
城
郭
研
究
者
が
最
先
端
の
研
究

成
果
に
基
づ
き
、
国
指
定
史
跡
「
八
代
城
跡
群
」
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
、
講
演
し
ま
す
。
講
演

後
、
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

と
　
き　

２
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
45

　
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

　
短
期
講
座

■
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
作
る
や
さ
し
い
お
雛
さ
ま

と
　
き　

２
月
16
日
㈪　

午
前
10
時
～
正
午

講
　
師　

清
水
洋
子 

氏

受
講
料　

３
５
０
円
（
別
途
教
材
費
１
５
０
０
円
）

定
　
員　

20
人

※
作
品
見
本
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
に
展
示
中

申
込
み　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

と
　
き
　
５
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
　
球
磨
川
河
川
緑
地

コ
ー
ス
　
８
日
…
40
㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
五
家
荘

　
　
　
　
９
日
…
40
㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
５
㎞

　
　
　
　

10
日
…
30
㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
５
㎞

事
前
申
込
み
　
２
月
２
日
㈪
～
４
月
17
日
㈮

　
※
参
加
費
が
必
要
で
す
。

I http://3day.yatsushiro.jp/

問
合
せ
　
九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員

会
（
市
観
光
振
興
課
内
）
☎
33
４
１
３
２

新市誕生10周年記念

　
　
八
代
サ
ミ
ッ
ト

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ャ
ン
ス
到
来
！
活
か
せ
る
か
!?
八
代

私
な
ら
こ
の
一
手
！

　

八
代
妙
見
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
今
後
の
八
代
の
活
性
化
を
図
る

方
策
を
討
論
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

３
月
１
日
㈰　

午
後
３
時
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
、
八
代
経
済
開
発
同

友
会
☎
32
５
６
２
０

　
文
化
・
教
育

申
込
み　

来
館
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

問
合
せ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

　

清
水
町
２
‐
94

へ
来
館
か
電
話
で
申
込
み
。
受
講
料
・
教
材
費
は

受
付
時
に
一
括
納
入
。
無
料
託
児
（
満
２
歳
～
就

学
前
６
歳
）
は
受
付
時
に
申
込
み
。

分　

開
場
・
受
付
：
０
時
30
分
～

と
こ
ろ　

厚
生
会
館　

ホ
ー
ル

■
講
演
・
講
師

基
調
講
演
「
八
代
城
跡
群
の
指
定
に
つ
い
て
」
文
化

庁
文
化
財
調
査
官　

浅
野
啓
介 

氏

講
演
①
「
日
本
の
城
の
歴
史
が
一
目
で
わ
か
る
!!
八

代
城
跡
群
の
移
り
変
わ
り
と
特
徴
」
滋
賀
県
立
大

学
教
授　

中
井
均 

氏

講
演
②
「
麦
島
城
跡
出
土
の
平
櫓
に
つ
い
て
」
熊
本

大
学
名
誉
教
授　

北
野
隆 

氏

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
八
代
の
宝
・
八
代
城
跡
群
の
意
義
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
そ
う
」

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

浅
野
啓
介 

氏
、
北
野
隆 

氏
、
中

井
均 

氏

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

織
豊
期
城
郭
研
究
会　

加

藤
理
文 

氏

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

第 21 回
九州国際スリーデーマーチ

2015
参加者募集
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平
成
　
年
度

　
小
中
学
生
に
対
す
る
就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
児
童
や
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
、
就
学
に
必
要
な
学
用
品
費
・
修
学

旅
行
費
・
給
食
費
・
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
に

　　
八
代
市
文
化
協
会
の

　
新
規
・
継
続
加
入

　

市
文
化
協
会
で
は
、
27
年
度
の
新
規
加
入
と
継
続

加
入
希
望
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る
団
体
は
、
会
則
や
会
員
名

簿
、
活
動
内
容
の
わ
か
る
書
面
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容　

市
文
化
祭
、
ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業
、

文
化
事
業
の
主
催
と
後
援
、
文
化
団
体
の
交
流
促

進
、
文
化
情
報
誌
「
文
化
や
つ
し
ろ
」
の
発
行

加
入
資
格　

３
人
以
上
の
会
員
を
有
す
る
団
体

申
込
締
切
日　

２
月
13
日
㈮

提
出
先　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
（
取
次
）

　

☎
33
４
５
３
３

博物館展示案内（2月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆八代小中特別支援学校書写展（八代教育研究
　 会書写部会）　　　　　　　開催中～ 2/1 ㈰
◆冬季特別展覧会
　 お姫さまの婚礼道具　　　 2/6 ㈮～ 3/22 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 IV 飲食の器　　　　開催中～ 3/22 ㈰
◆古文書を読む V
　 西山宗因の世界　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　　　　開催中～3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり IV
　 古墳時代の技　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆和紙の世界 V 千代紙　　　開催中～ 4/5 ㈰
◆一間羽子板　　　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆米作りの道具　　　　　　　開催中（通年）
◆松井文庫 V 古典文学の世界 開催中～ 3/15 ㈰

2月の休館日 2㈪、9㈪、16㈪、23㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
～
想
い

　
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

と
　
き　

３
月
７
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場
：
６
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館　

ホ
ー
ル

出
　
演　

島
田
歌
穂
、
小
原
孝
、
清
水
ミ
チ
コ
、
宝

く
じ
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
指
揮
：
藤
野
浩

一
）、
八
代
少
年
少
女
合
唱
団
（
地
元
出
演
）

入
場
料　

一　

般　
　
　

２
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
宝
く
じ
の
助
成
で
、
特
別
料
金
で
す
。

※
４
歳
以
上
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日
券
は
あ
り
ま

せ
ん
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

厚
生
会
館
、千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
メ
ガ
ネ
の
み
や
ざ
き
、
庄
野

学
生
堂
八
代
店
、
珈
琲
店
ミ
ッ
ク
、
日
奈
久
ゆ
め

倉
庫

　
　
厚
生
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

高
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

２
月
20
日
㈮　

午
後
１
時

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　
八
代
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座

　
～
茶
庭
と
茶
の
湯
を
体
験
す
る
～

と
　
き
　
２
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

松
浜
軒

内
　
容　

・
茶
の
湯
（
点
て
方
と
頂
き
方
体
験
）

 

・
松
井
神
社
（
八
代
城
の
北
の
丸
跡
で
、
細
川
三
斎

が
植
え
た
と
い
う
臥
龍
梅
や
三
斎
時
代
の
茶
庭
が

あ
る
）
散
策

 

・
八
代
城
主
松
井
家
の
夫
人
た
ち
が
所
持
し
た
江
戸

時
代
の
雛
人
形
を
鑑
賞

参
加
費　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

定
　
員　

20
人
程
度（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
茶
席
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
定
員
に
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
み　

２
月
13
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
申
込
み
く
だ
さ
い

申
込
先　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課

　

〒
８
６
６
‐
８
６
０
１
松
江
城
町
１
‐
25

　

☎
33
４
５
３
３　

D 

33
４
５
１
６

　

Gbunka@
city.yatsushiro.lg.jp

　
　
第
15
回
か
が
み
ふ
る
さ
と
音
楽
祭

　　
「
ふ
る
さ
と
」
へ
の
愛
郷
心
を
育
み
大
切
に
し
た

い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
『
み
ん
な
で
つ
く
る
音
楽

祭
』
と
し
て
始
ま
っ
た
市
民
参
加
型
の
自
主
文
化
事

業
で
す
。

　

今
回
も
市
内
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
団
体
が
多
数

参
加
し
ま
す
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
一
度
に

聴
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
も
出
演

し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
で
、ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

２
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場
：
１
時

主
　
催　

八
代
市
、
熊

本
県
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　

厚
生
会
館

　

☎
32
３
１
９
６

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料　

自
由
席
５
０
０
円　

※
高
校
生
以
下
無
料

※
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
付
す
る
数
量
限
定
の
無
料

チ
ケ
ッ
ト
が
必
要

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
厚
生
会
館
、

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
１
１
４

定
め
ら
れ
た
病
気
の
み
）
な
ど
に
か
か
る
費
用
を
援

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
法
の
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
の
生
活

困
窮
世
帯
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
申
請
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
生
活
保
護
が
停
止
・
廃
止
と
な
っ
た
人

○
個
人
事
業
税
・
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
対
象
者

○
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
免
除
対
象
者

○
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
（
所
得
状
況
に
よ
り
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
そ
の
他　

収
入
が
不
安
定
な
人
や
、
災
害
や
長
期

療
養
な
ど
の
特
別
の
事
情
で
生
活
が
苦
し
く
、
学

校
費
用
の
納
付
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
先　

各
小
中
学
校　

※
こ
れ
ま
で
援
助
を
受
け

て
い
た
人
で
27
年
度
も
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す

る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
33
６
８
４
７

　
　
　
　

各
小
中
学
校

27
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熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
の
交
通
規
制
や

　
渋
滞
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
２
月
15
日
㈰
、
熊
本
市
で
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
大
規
模
な
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
マ
ラ
ソ
ン
の

コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
で
も
大
規
模

な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
熊
本
市
内
へ
の
通
行
に
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用

な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
交
通
規
制
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
、

Ihttp://kum
am

otojyo-m
arathon.jp/

問
合
せ
　
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
（
３
２
８
）
２
３
７
３

図 書 館 催し物案内（２月）
施設点検休館日、特別整理休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします午前9時30分～午後6時（土日祝午後5時）

　　
図
書
館
３
館 

特
別
整
理
休
館

　市立
図
書
館
本
館
：
２
月
17
日
㈫
～
18
日
㈬

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館
：
２
月
17
日
㈫

か
が
み
図
書
館
：
２
月
18
日
㈬

　

市
立
図
書
館
本
館
・
せ
ん
ち
ょ
う
図
書

館
・
か
が
み
図
書
館
は
、
蔵
書
点
検
の
た

め
２
月
17
日
㈫
か
ら
18
日
㈬
ま
で
休
館
し

ま
す
。

図
書
館
新
サ
ー
ビ
ス
を

４
月
か
ら
開
始

開館時間の２時間延長
　　　　　　　　（現行）　　　　　　　　　　　（新）
平日　　午前９時 30 分～午後 6 時 ⇒ 午前 9 時 30 分～午後 8 時
土日祝　午前９時 30 分～午後 5 時 ⇒ 午前 9 時 30 分～午後 7 時

開館日の増加　　開館日 4 日増
年末年始休館日を６日間から２日間に短縮します。
　　　　 （現行）　　　　　　　　　 （新）
12 月 29 日～１月３日⇒ 12 月 31 日～１月 1 日

Wi-Fi サービス（本館のみ）
館内でＰＣやスマホなどをインターネットに接続し、図書の検索や予約などができます。

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 12日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 7･14･21･28日㈯ 午後 3 時～

昔あそびでタイムスリップ
～みんなであそぼう～

22 日㈰ 午前 10 時～
2 階大集会室

講師：小林博氏　対象：どなたでも
昔懐かしの遊びをみんなで遊ぼう

ひなまつりおはなし会
28 日㈯ 午前 10 時 30 分～
2 階大集会室

対象：幼児～小学生
語り手：ひまわり文庫

図書館講座
▶ 4日㈬ 午前 10 時 30 分～…文学講座「山頭火と蓮田善明」　講師：前山光則氏
▶ 19日㈭ 午前 10 時 30 分～…歴史講座「ユネスコ無形文化遺産 能楽と八代」　講師：山﨑

摂氏
ジョブカフェによる就活相談会 5日㈭・20日㈮（求人情報誌発行日） 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

16日㈪ 午前 10 時 30 分～
23日㈪ 午後 2 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 7･14･21･28日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 1･2･3 週 図書館員、第 4 週 山猫軒

図書館まつり 28日㈯～ 3 月 22 日㈰
トレジャーハンティングスタンプラリー
対象：小学生まで　展示：なりきりおひなさま顔出しパネル
図書展示：映画とドラマと本が好き～原作本を読もう～

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

6日㈮ 午前 11 時～
20日㈮ 午後 3 時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 1日㈰ 14･28日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ
ジョブカフェによる就活相談会 9日㈪・23日㈪ 午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：25日㈬
　特別整理休館日　市立図書館本館：17 日㈫～ 18 日㈬、せんちょう図書館：17日㈫、かがみ図書館：18日㈬

▶ 2 日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 3 日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 4 日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 5 日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 9 日㈪ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　　▶ 10 日㈫ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 12 日㈭ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 13 日㈮ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 16 日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 17 日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 18 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　  ▶ 19 日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 23 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 24 日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 26 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 27 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

　

こ
の
期
間
中
、
17
日
㈫
は
か
が
み
図
書
館
が
、
18

日
㈬
は
せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館
が
開
館
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
図
書
の
返
却
は
３
館
ど
こ
で
も
返
却
で
き

ま
す
。

※
蔵
書
点
検
と
は
、
館
内
に
あ
る
蔵
書
を
す
べ
て
点

検
す
る
作
業
で
す
。
家
庭
に
あ
る
返
却
期
限
を
過
ぎ

た
本
は
早
め
に
返
却
く
だ
さ
い
。

　

休
館
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
２
月
は

　
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
I http://w

w
w

.hoppou.go.jp/

問
合
せ
　
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
３
（
３
８
４
３
）
３
６
３
０



28Yatsushiro 2015.2

　

日
本
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
連
合
会
主
催

の｢

第
９
回
ニ
ッ
ポ
ン
新
事
業
創
出
大
賞｣

の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た｢

蜂
の
郷
に
し
お
か｣

の
西
岡
千
年
代
表

取
締
役
が
12
月
16
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
中
村

博
生
市
長
に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

｢

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
部
門｣

は
経
営
者
の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
マ
イ
ン
ド（
起
業
家
精
神
）

や
事
業
の
革
新
性
・
実
績
評
価
、
経
済
・
社
会
・

地
域
へ
の
貢
献
度
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

同
社
が
開
発
し
た
商
品
は
、
巣
箱
に
女
王
蜂

の
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
入
れ
、
女
王
蜂
が
い
な
く
て

も
働
き
蜂
が
働
く
段
ボ
ー
ル
製
の
巣
箱
。
よ
り

短
い
受
粉
交
配
期
間
、
小
規
模
施
設
に
対
応
で

き
る
こ
と
か
ら
、
農
業
の
６
次
産
業
化
や
果
物

な
ど
の
輸
出
時
代
を
牽
引
す
る
可
能
性
の
あ
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

西
岡
代
表
は｢

こ
れ
か
ら
も
ミ
ツ
バ
チ
の
重

要
性
を
発
信
し
て
い
き
た
い｣

と
語
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

へ
の
入
団
が
決
定
し
た
、
八
代
市
出
身
の
小

田
裕ゆ

う

也や

選
手
（
日
本
生
命
）
が
12
月
25
日
、

市
役
所
を
訪
れ
中
村
博
生
市
長
に
入
団
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

小
田
選
手
は
市
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業

後
、
九
州
学
院
高
校
、
東
洋
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。
俊
足
巧
打
の
外
野
手
と
し
て
大
学

選
手
権
で
は
２
年
連
続
の
日
本
一
に
貢
献
。

才
能
が
一
気
に
開
花
し
た
４
年
次
の
春
に
は

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
50
ｍ
を

６
秒
で
走
り
、遠
投
は
１
１
０
ｍ
の
強
肩
で
、

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
や
プ
ロ
と
の

試
合
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
な
ど
、
走
攻
守

の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
選
手
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

盗
塁
王
を
目
指
す
小
田
選
手
は｢

開
幕
か

ら
一
軍
で
活
躍
し
、
目
標
と
さ
れ
る
選
手
へ

と
成
長
し
た
い｣

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

女
子
プ
ロ
野
球
「
東
北
レ
イ
ア
」
へ
の
入

団
が
決
定
し
た
、
八
代
市
出
身
の
松
村
朱な

ぎ

咲さ

選
手
が
１
月
６
日
、
市
役
所
を
訪
れ
中
村
博

生
市
長
に
入
団
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

松
村
選
手
は
市
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業

後
、
鹿
児
島
県
の
神
村
学
園
高
校
に
進
学
。

２
年
次
か
ら
中
堅
手
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
50
ｍ
６
・
８
秒
の
俊
足
を
活
か
し

た
守
備
と
走
塁
が
持
ち
味
で
す
。
昨
年
11
月

に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
合
同
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト

（
選
抜
テ
ス
ト
）で
は
、守
備
範
囲
の
広
さ
を

ア
ピ
ー
ル
。シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
や
シ
ー
ト
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、紅
白
戦
な
ど
で
も
力
を
発
揮
し
、

見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　

中
村
市
長
は
「
厳
し
い
世
界
だ
が
、
地
道

に
努
力
を
重
ね
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
。

松
村
選
手
は
「
オ
フ
の
間
に
体
力
を
付
け
、

開
幕
し
た
ら
俊
足
を
活
か
し
て
タ
イ
ト
ル
を

取
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

受賞報告に訪れた西岡千年代表▶

▲受賞商品の ｢ミツバチボーヤ｣。
　郵送しても蜂が死なないよう設
　計されている

▲活躍を誓う小田裕也選手▲活躍を誓う松村朱咲選手

農業生産法人で初の受賞
ニッポン新事業創出大賞

目標とされる選手に
オリックスバッファローズへ入団

友好都市 北海市で交流を深める
八代市ジュニア友好派遣団

八代初の女子プロ野球選手
東北レイアへ入団

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

八
代
市
ジ
ュ
ニ
ア
友
好
派
遣
団
が
12
月
20
日

か
ら
25
日
ま
で
、
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
中

国
・
北ぺ

い
は
い海
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

両
市
は
平
成
８
年
に
友
好
都
市
を
締
結
以

来
、
行
政
や
市
民
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
交
流
を
通
じ
て
、
国
際
的
友
情
の
広
が
り
と

相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

団
員
は
市
内
の
中
学
生
９
人
に
引
率
教
諭
な

ど
を
加
え
た
14
人
。
生
徒
た
ち
は
北
海
市
第
五

中
学
校
で
英
語
や
体
育
の
授
業
、餃
子
づ
く
り
、

交
流
会
、
記
念
植
樹
、
市
内
家
庭
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
体
験
し
、
現
地
中
学
生
を
は
じ
め
北

海
市
民
の
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
市
図
書
館
で
は
日
本
語
図
書
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
北
海
市
の
景
勝
地
で
あ

る
シ
ル
バ
ー
ビ
ー
チ
や
古
い
街
並
み
な
ど
を
見

学
し
、
同
市
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲北海市第五中学校の皆さんと一緒に記念撮影
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

代陽幼稚園児が防火パレード第5回 まなびフェスタやつしろ

▲防火纏
まとい

を振りながらアーケードを防火パレー
  ドする園児たち

▲書道体験を楽しむ小学生

　

12
月
12
日
、
代
陽
幼
稚
園
の
全
園
児
30
人
と
教
諭
、

保
護
者
ら
が
中
心
市
街
地
一
帯
で
、
火
事
が
増
え
る
年

末
に
向
け
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
防
火
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
幼
稚
園
は
平
成
20
年
７
月
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ

加
入
。恒
例
行
事
と
し
て
ほ
ぼ
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

防
火
法は

っ
ぴ被
姿
の
園
児
た
ち
は
「
絶
対
に
火
遊
び
は
し

ま
せ
ん
」
と
誓
っ
た
後
に
出
発
。
防
火
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
本
町

ア
ー
ケ
ー
ド
や
市
役
所
前
な
ど
を
通
り
、拍
子
木
の「
カ

チ
カ
チ
」
と
い
う
音
と
と
も
に
大
き
な
声
で
「
火
の
用

心
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
、
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
や
つ
し
ろ
が
千
丁
文

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
び
の
場
や
発
表
・
活
動
紹
介
の
機
会
を

設
け
る
こ
と
で
、市
民
の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
、

学
習
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
講
演
会
や
ダ
ン
ス
の
発
表
、
書
道

体
験
な
ど
が
、
ま
た
隣
接
す
る
い
ぐ
さ
の
里
公
園
で
は

松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
ミ
ニ
ツ
リ
ー
づ
く
り
や
ど
ん
ぐ

り
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者
は
各

コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最高齢108歳 おめでとうございます

　

現
在
、
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
ミ
ツ
ノ

さ
ん
。

　

千
丁
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
同
じ
町
内
の

い
ぐ
さ
農
家
の
人
と
結
婚
。
８
人
の
子
ど

も
に
恵
ま
れ
、
夫
と
と
も
に
朝
か
ら
晩
ま

で
働
い
て
大
家
族
を
支
え
ま
し
た
。
料
理

の
味
付
け
が
と
て
も
上
手
で
家
族
を
喜
ば

せ
た
と
い
い
ま
す
。

　

３
度
の
食
事
と
家
族
の
面
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
い
う
ミ
ツ
ノ
さ
ん
の
長
寿

の
秘
訣
は
「
仏
さ
ん
が
こ
こ
ま
で
生
か
し

て
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
す
」。

松本  ミツノさん
（千丁町）

明治４０年１月１０日生

　

１
月
11
日
、厚
生
会
館
で
「
八
代
市
成
人
式
」

が
開
催
さ
れ
、約
８
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
市
の
新
成
人
は
１
２
１
６
人（
男
５
９
２
人
、

女
６
２
４
人
）
で
す
。

　

式
で
は
、
新
成
人
12
人
が
成
人
式
実
行
委
員

を
務
め
、
自
主
企
画
で
実
施
し
ま
し
た
。
中
村

博
生
市
長
が
「
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
化

し
て
い
る
中
、
日
本
が
よ
り
良
い
国
と
し
て
発

展
し
続
け
る
た
め
に
も
、
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
」
と
激
励
。
実
行
委
員

の
蓑
田
実み

か花
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
「
家

族
や
友
人
な
ど
周
囲
の
人
に
感
謝
の
心
を
持
ち

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
屋
外
な
ど
で
は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
開
を
喜
び
合
う
姿
が
、
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。
新
成
人
の
本
郷
安や

す

華か

さ
ん
は
「
短
大

を
今
年
卒
業
し
て
販
売
員
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
自
己
責
任
に
な
る
の
で
親
か
ら
自
立
し
た

社
会
人
に
な
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲再会を喜び合う新成人のみなさん

おめでとう１２１６人の新成人
八代市成人式

　

鹿
児
島
県
湧ゆ

う
す
い水

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
フ

サ
さ
ん
。
同
町
の
人
と
結
婚
し
、
８
人
の

子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
お
い
し
い
も
の
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

さ
せ
た
い
と
の
想
い
か
ら
鏡
町
に
移
り
住

み
、
農
業
で
生
計
を
立
て
ま
し
た
。

　

夫
婦
２
人
で
ひ
た
す
ら
仕
事
と
子
育
て

を
が
ん
ば
っ
て
き
た
と
い
う
フ
サ
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣
は
「
子
や
孫
な
ど
へ
の
深
い

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
」。

　

現
在
は
施
設
で
生
活
し
て
い
る
フ
ミ
さ

ん
。
高
田
で
６
人
き
ょ
う
だ
い
の
１
人
娘

と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、同
町
の
人
と
結
婚
。

家
事
な
ど
の
合
間
を
縫
っ
て
は
趣
味
の
手

芸
を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
の
服
を
手
作

り
し
ま
し
た
。

　

笑
顔
が
素
敵
な
フ
ミ
さ
ん
の
長
寿
の
秘

訣
は
「
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
や
牛
乳
を
よ

く
飲
む
こ
と
、
果
樹
園
の
作
業
で
山
道
を

よ
く
歩
い
て
い
た
こ
と
」。

野本  フサさん
（鏡町）

大正 3 年 12 月 15 日生

湯野  フミさん
（平山新町）

大正 4 年 1 月 4 日生

１００歳 おめでとうございます
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Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
塩崎真コーチ野球教室

御田植祭

松高会から寄附

八代こども科学フェア

青年海外協力隊としてバングラデシュへ

モグラ打ちのツト作り

▲グローブの出し方を指導する塩崎真コーチ

▲「鍬」に見立てたカシの枝で田起こしを演じ
　る小林綠郎宮司ら

▲左から永原副市長、鞍本事務長、中村市長、
　笹尾理事長、中田評議員、一村会計

▲表敬に訪れた安道侑希さん

▲指導を受けながらツトの持
　ち手部分を作る子どもたち

▲二足歩行ロボットを巧みに
　操縦し、見事側転に成功

　

12
月
23
日
、
八
代
市
出
身
で
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
の
２
軍
コ
ー
チ
を
務
め
る
塩し

お
ざ
き崎
真
コ
ー
チ
の
野

球
教
室
が
八
代
市
民
球
場
で
行
わ
れ
、
八
代
市
郡
の
中

学
生
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

八
代
地
域
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
地
元
か
ら
プ

ロ
野
球
選
手
の
輩
出
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
守
備
や
走

塁
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

走
塁
で
は
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
走
塁
の
仕
方
や
ベ
ー

ス
の
踏
む
位
置
を
ク
イ
ズ
形
式
で
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
下
半
身
の
使
い
方
や
バ
ッ
ト
を
ス
ム
ー
ズ
に
出
す

方
法
を
学
び
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
指
摘
さ
れ
た
内
容

を
考
え
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
３
日
、八
代
神
社
で
新
春
恒
例
の
「
御
田
植
祭
」

が
行
わ
れ
、
地
元
の
農
家
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
３
０
０
年
続
く
伝
統
行
事

で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
で
す
。
午
前
７
時
か

ら
拝
殿
で
小
林
綠ろ

く
ろ
う郎

宮
司
ら
が
、カ
シ
の
枝
を「
鍬
」に
、

松
の
葉
を
「
苗
」
に
見
立
て
、
田
起
こ
し
か
ら
苗
植
え

ま
で
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

拝
殿
に
は
、
農
地
に
立
て
る
と
豊
作
に
な
る
と
い
う

榊
や
松
葉
、
鏡
餅
、
木
造
の
牛
頭
な
ど
が
供
え
ら
れ
、

待
ち
構
え
て
い
た
農
家
ら
が
神
事
の
途
中
か
ら
、
我
先

に
と
奪
い
合
い
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
伝
統
行
事
の
モ
グ
ラ
打

ち
で
使
用
す
る
ツ
ト
作
り
が
千
丁
公
民

館
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
約
40
人
の
親
子

　

１
月
10
・
11
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
八
代
こ
ど
も
科
学
フ
ェ

ア
が
行
わ
れ
、
２
日
間
で
約
３
千
人
の

　

12
月
25
日
、
松
高
会
の
笹
尾
秀
敏
理
事
長
ら
４
人
が

市
役
所
を
訪
れ
、
教
育
・
文
化
の
発
展
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
寄
附
金
を
市
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
財
団

法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
移
行
。
財
産
の
一
部
を

公
益
事
業
に
支
出
す
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
分
40
万

円
の
寄
附
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
１
７
３
年
か
け
て

６
９
２
０
万
円
を
寄
附
す
る
予
定
で
す
。

　

中
村
博
生
市
長
は
「
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
活
用

し
ま
す
」
と
話
し
、
笹
尾
理
事
長
は
「
松
高
の
農
家
の

土
地
を
貸
し
て
得
た
収
益
金
で
す
の
で
、
地
元
の
た
め

に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
２
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

派
遣
が
決
ま
っ
た
日
置
町
の
安あ

ん
ど
う道
侑ゆ

き希
さ
ん
が
12
月
25

日
、
市
役
所
を
訪
れ
中
村
博
生
市
長
に
出
発
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

安
道
さ
ん
は
教
員
養
成
所
の
指
導
員
と
し
て
算
数
と

理
科
を
指
導
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
大
学
時
代
に
習

得
し
た
教
育
行
政
の
知
識
を
活
か
し
、
異
国
の
地
で
起

き
る
事
象
を
分
析
し
、
日
本
と
の
違
い
な
ど
を
勉
強
し

て
い
き
ま
す
。

　

安
道
さ
ん
は｢

教
育
の
他
、
国
づ
く
り
や
人
づ
く
り

に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い｣

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

千
丁
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
で
、
今

回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
稲
わ
ら
を
集
め
、
紐
で
固
く
巻
い
て
棒
状

に
し
ま
す
。
持
ち
手
部
分
を
輪
っ
か
に
し
た
後
、

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
巻
い
て
完
成
で
す
。

　

と
ま
ど
う
参
加
者
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
手

本
を
見
せ
た
り
、
一
緒
に
作
業
を
す
る
な
ど
し
て

和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
野
遼
く

親
子
連
れ
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
の
を
つ
く
る
喜
び

や
科
学
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
関
心
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
市
工
業
振
興
協
議
会
と
市
が
毎
年
行
っ

て
お
り
、
今
年
で
18
回
目
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
や

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
た
り
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
の
製
作
な
ど
を
楽
し
み
、
で
き
あ
が
っ
た
も

の
を
う
れ
し
そ
う
に
家
族
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

郡
築
一
番
町
の
友
田
大た

い

翔と

く
ん
は
「
二
足
歩
行

ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
が
一
番
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

ん
と
西
条
偉い

楓ぶ
き

く
ん
（
千
丁
小
５
年
）
は
「
紐
で

巻
き
付
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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◎版画＆生け花展
版画と池坊生け花のコラボレーション
日時／2 月 2 日㈪～8 日㈰
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　　（最終日は午後 4 時まで） 
場所／東京画廊シャディ（西松江城町2-4）
入場無料
問合せ／濵田☎32-7727

◎八代支援学校マーケットinおひなまつり
日時／2 月 18 日㈬～19 日㈭
　　　午前10時30分～午後1時30分
場所／本町 1 丁目アーケード内
　　　（ギャラリー  スノーマン）
内容／生徒が製作した製品の販売。陶芸・
　　　木工・縫工・農芸製品など 
その他／学校紹介のパネル展示あり
問合せ／八代支援学校☎32-3251

◎高橋佳子 講演映像の集い
日時／2 月 1 日㈰　午後 2 時～4 時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／著書の内容や実践報告など
定員／50 人
参加無料
問合せ／GLA熊本ターミナル 桑原☎32-8739

◎外国人による日本語スピーチ大会
日時／2 月 15 日㈰　午後 2 時～4 時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／外国人によるスピーチと講話
定員／80 人程度
参加無料
問合せ／地域日本語支援やつしろクラブ
　　　内山☎35-4285

◎アルコホーリクス・アノニマス  八代会場
日時／毎週月曜日　午後7時～8時45分
場所／太田郷公民館
内容／お酒の飲み方などで悩んでいる人
　　　たちの相談
対象／お酒の飲み方に問題がある人や病
　　　院でアルコール依存症と診断され
　　　た人
参加無料
問合せ／AA 九州沖縄セントラルオフィス
　　　☎099-248-0057

◎第 9 回 八代おざや節 全国大会
日時／2 月 15 日㈰
　　　午前 10 時開演（午前 9 時開場）
場所／鏡文化センター
入場無料
問合せ／八代おざや節全国大会実行委員会
　　　椿☎52-7653

◎親の会ネットワーク 2 月例会
八代市における小・中学校を中心とした
特別支援教育の現状
日時／2月10日㈫　午前10時～正午
場所／八代保健所
参加無料
問合せ／親の会ネットワーク事務局
　　　植草☎35-2190

◎子育てナイトセミナー
今あなたの子供はどうですか（異性との交際）
日時／2月22日㈰　午後7時～8時30分
場所／やつしろハーモニーホール
講師／倫理研究所 橋本多實子氏
対象／高校生までの子どもがいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／家庭倫理の会 林田☎090-4775-6184

◎遺言・相続・許認可・事実証明 無料相談会
日時／2月22日㈰　午前10時～午後3時
場所／イオン八代ショッピングセンター
内容／行政書士による相談会 
問合せ／熊本県行政書士会 八代支部
　　　鶴田事務所☎34-1628

◎酒害に悩んでいる皆さんへ
日時／毎週土曜日 午後7時30分～9時30分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／アルコール問題で悩んでいる人や
　　　家族の体験談
その他／毎週第 4 木曜日午後 1 時～3 時
　　　に八代保健所で家族会も実施
問合せ／熊本県断酒友の会
　　　八代支部 岩本☎32-9658

◎第 7 回 子育て無料相談会
日時／2 月 17 日㈫　午前 10 時～正午
場所／グリーンコープ・スイートカフェ・
　　　まーぶる（塩屋町 9-8）
内容／不登校や引きこもり、進学など子
　　　育てに関する相談を受けます。
対象／小・中学生の子どもがいる親
定員／15人
問合せ／スイートカフェ・まーぶる
　　　☎35-5577

◎八代演奏家協会 第 38 回 定期演奏会
日時／2 月 14 日㈯
　　　午後6時30分開演（午後6時開場）
場所／やつしろハーモニーホール
費用／一般1,500 円、学生 1,000 円
　　　幼児 500 円（当日券は 500 円増）
問合せ／八代演奏家協会
　　　満田☎090-9726-6532

◎あたまの話とらくごの噺
はなし

日時／3 月 1 日㈰　午後 7 時開演
　　　（午後 6 時 30 分開場）
場所／やつしろハーモニーホール
内容／立川談慶氏と立川談笑氏による落
　　　語と、脳科学者・茂木健一郎氏に
　　　よる講演など 
対象／就学児以上　定員／500 人
費用／3,000 円
問合せ／らくごらぼ 山口☎090-4379-8182

◎第 38 回 やつしろマルシェ
日時／2月14日㈯　午前9時～午後2時
場所／やつしろハーモニーホール
　　　（玄関前通路）
内容／とれたて農産物や加工品、ハンド
　　　メイドの販売
問合せ／やつしろマルシェ生産者会事務局
　　　柿本☎070-5413-4901

◎不登校 無料相談
場所／八代教育会館（大手町1丁目59-2）
内容／子どもの不登校や非行などで悩む
　　　親の相談。電話相談もあり
問合せ／くまもと共育会 T.T
　　　清田☎070-5535-1719

◎志成館高等学院 八代校 新入生募集
場所／志成館八代校（大手町1丁目59-2）
内容／日本航空高等学校（通信制課程）
　　　の卒業資格を得るためのサポート
　　　を行います。
対象／中学校卒業者。高校単位取得者の
　　　転・編入も可能
その他／高卒認定試験（旧大検）の受験
　　　指導も行います。随時、学校説明
　　　会を実施
問合せ／志成館高等学院☎0120-08-3730

◎やさしい初級中国語会話
期日／3 月 7 日㈯～11 月 28 日㈯
場所／八代公民館
内容／中国語の会話や歌、文化を学ぶ
講師／丸吉東鳴氏
対象／高校生以上
定員／30 人
費用／月 2,000 円
その他／白帝社 ｢初級中国語 楽しいキャ
　　　ンパスライフ｣ 各自購入
問合せ／ニイハオ学習会 松本☎32-8774

◎市民公開講座｢あなたが“いのち”の主人公｣
自分の最期の生き方を考えるために
日時／3 月 14 日㈯
　　　午後 6 時 30 分～8 時 30 分
　　　（受付：午後 5 時 30 分～）
場所／やつしろハーモニーホール
講師／日本臨床倫理学会 箕岡真子氏 
参加無料、事前申込不要
問合せ／塩野義製薬 門脇☎096-384-6811

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 4月号の掲載申込締切は、2/26 ㈭です。

伝言板

◎竜峯山の山開きと安全祈願
日時／3月1日㈰ 午前9時集合（雨天決行）
場所／竜峯山五合目広場
参加無料、事前申込不要
その他／先着100人に紅白登山安全饅頭を進呈
問合せ／八代山の会事務局 谷川☎38-1300

◎地域包括ケア推進講演会
オール八代で目指す住み良いまちづくりのために
日時／2月7日㈯　午後5時～6時45分
場所／千丁文化センター（パトリア千丁）
講師／田中滋 慶応義塾大学名誉教授
定員／500 人　入場無料
問合せ／八代市医師会☎34-8850



　2015 年シーズンから大岩亮太選手（秀岳館高校・
八代市出身）が加入するＪ２「ザスパクサツ群馬」の
サッカーキャンプが開催されます。期間中、練習の様
子を見学できます。ご声援をお願いします。
キャンプ期間　２月７日㈯～ 14 日㈯　８日間
　練習試合
　10 日㈫ 午後１時　VS 城

ソンナム
南ＦＣ（韓国）

　11 日㈬ 午後１時　VS 鹿屋体育大学サッカー部
ところ　県営八代運動公園　陸上競技場
　　　　（新港町 4 丁目 1 番）
その他　７日㈯に歓迎セレモニーを予定
※練習スケジュールの詳細は、ザスパクサツ群馬のオ

フィシャルサイトで確認ください。
※チームの都合により、練習の見学ができない場合が

あります。
問合せ　観光振興課☎ 33-4115

J2「ザスパクサツ群馬」
八代市春季サッカーキャンプ

 

明
日
の
希
望
を
創
る
ま
ち
づ
く
り
太
田
郷
協
議
会

明
日
の
希
望
を
創
る
ま
ち
づ
く
り

　

太
田
郷
校
区
は
、
６
５
０
０
世
帯
を
越
す
人
口

が
一
番
多
い
校
区
で
す
。
先
人
の
努
力
に
よ
り
、

校
区
の
人
々
を
つ
な
ぐ
多
く
の
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
活
動
団
体
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
我
々
市
民
も

一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
当
協
議
会
で
は
、
色
々
な
活
動
団
体
が

協
力
し
合
あ
え
る
よ
う
支
援
し
、
活
動
を
通
じ
た

人
々
の
つ
な
が
り
が
全
体
に
広
が
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

協
議
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
当
協
議
会
は
、

町
内
会
長
部
会
を
中
心
に
６
つ
の
部
会
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
安
全
部
会
で
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災

訓
練
、
健
康
福
祉
部
会
で
は
敬
老
会
や
「
せ
せ
ら

ぎ
運
動
」を
始
め
と
す
る
世
代
間
交
流
事
業
な
ど
、

校
区
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
部
会
で
は
人
権
同
和
教
育
講
演
を
開
催
す

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  

地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

る
な
ど
、
住
民
の
知
識
・
教
養
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
・
文
化
部
会

で
は
校
区
民
体
育
祭
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
絆
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
の
が
「
ま
ち
づ
く
り
部
会
」
で
す
。
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
の
開
催
や
太
田
郷
校
区
の
中
心
で
あ

る
「
八
代
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
先
進
地
視
察
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の

勉
強
会
の
開
催
、
駅
周
辺
の
散
策
マ
ッ
プ
の
作
成

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
役
員
中
心
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
魅
力
発
見
・
情
報
発
信

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

◀
地
元
中
学
生
と
一
緒
に

　
水
質
調
査
の
勉
強
会

　（
せ
せ
ら
ぎ
運
動
）

▶
リ
ト
ル
バ
レ
リ
ー
ナ
ズ

　
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

平
成
25
年
３
月
29
日
　
設
立

明日の希望を創る
まちづくり太田郷協議会
　会長　福田　信一

３年会員に入会した人へ、「オリジナルタンブラー」２個をセット
として、毎月抽選で４人に贈呈するキャンペーンを実施しています。
この機会にぜひご入会ください。
※ 実施期間：3 月末まで　 ※当選の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
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